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Xuerengui Zhengdongzhuan of Guizhou Version: 
A Study of Chinese Opera of Vernacular Chant (Cizanxi) 

FUKUMITSU Masahiro 

Anhui Nuo is performed on a c1an of village. Chizhou Nuo is the best known Nuo opera of Anhui 

Nuo. Chizhou Nuo Opera is divided into three performing formats: Nuo Ritual. Nuo Dancing and 

Nuo Drama. The complete stage performance must be mixed with dramatic plot， role-playing， type 

of role. and qiemo (settings. scene and props). The performing skill can only be learned through oral 

instruction and the personal teachings passed on to disciples in person from generation to generation. 

Therefore， the performing art of Nuo opera is normally passed on within a c1an from generation to 

generation. There may be two sacrificial ceremonies (in which the Nuo opera are performed as a 

must) a year: the “spring sacrificial ceremony" that is held sometime between the seventh day to 

the fifteenth day of the first lunar month and the “autumn sacrificial ceremony" that is held on出e

fifteenth day of the eighth lunar month. Apart from these two ceremonies， there is no' performance 

at a1l throughout the year. 

The dance. which has a strong local flavor， continues in many villages in Guichi County of 

Chizhou today. Surrounded in the mist of incense and smok巴， N uo dancers. colorfully dressed. walk 

on stilts and wear masks while performing， expressing their wishes of sacrifice to their ancestors， 

praying for blessing and dispelling evil. While performing in mountainous villages， dancers have to 

put masks on their foreheads. letting the audiences who are standing on the surrounding slopes to 

see them c1early. To accompany the dancing， the music instruments range from drum. bell. earthen 

bowl. bamboo flute and Suona. There is a popular saying among Chizhou area that a village would 

not be considered a village without Nuo opera. 

When Chizhou Nuo Opera is performed， it normally has three integrated components: Nuo 

dancing. main performance， and salutatory &and complimentary remarks. Some of the well-known 

repertoire of Chizhou Nuo are “XueRenguiγLiu Wenlong".“Meng Jiangnu'γ'Fan Silking" and “Zhang 

Wenxian" etc. 

On this research 1 studied the story of“Xue Rengui"of Guichi version. Guichi is old and famous 

place name of Chizhou. 

Xue Rengui (614-683)， was one of the most famous Chinese generals during the early Tang Dy-

nasty， due to references to him in popular literature. During his career. he participated in successful 

campaigns against remnants of Western Tujue and against Goguryeo. 

Xue Rengu 
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In these many versions. four versions have close relation to Guichi version. First is Xue Ren-

gui's Campaign初 theLiao Dynasty of Yongle Emcyclopedia version (1408). Second is Xue Rengui's 

Campaign to the Liao Dynasむ， of Chenghua ballad-narrative version (1471). Third is Xue Rengui of 

an， anthology of Chinese opera Feng yue jin nang (1552). Forth is Xue Rengui kua hai zheng dong bai 

ρao ji of Fuchuntang press version (17ぬ century).

1 comparede Guichi version whith these four versions. In these four versions. 1 discovered that 

two versions had close relationship whith Guichi version. These two versions are Chenghua bal-

lad-narrative version and Fuchuntang press version. 
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〈特別研究第1種》

1.はじめに

中国安徽省池州市の詩讃系仮面演劇，

貴池本「醇仁貴征束伝」について
ー一醇仁貴物語の変遷の研究 (2)一一

福満正博

安徽省池州市清渓郷張村に保存されていた戯曲「醇仁貴東征伝」は.長い変遷の歴史を持ち，複数

のジャンルにまたがり数多くの版を生み出した醇仁貴物語の中の一つである。

醇仁貴物語そのものは.r旧唐書.1r新唐書.1r資治通鑑Jなどに記されている唐の太宗の高句麗遠征

という歴史的事実がもととなって，物語化されたものである。

この話の発端を前稿(1)と重複することになるが，もう一度簡単に述べてみる(1)。これは高句麗の

蓋蘇文が.国王建武を殺害し，莫離支の位についた事件から始まる。朝鮮半島側の最古の資料である

『三国史記.1 (1145年，金富執)で見てみる。高句麗本紀にもあるが，列伝の方が詳しく説明されてい

る(2)。そこで，巻四十九列伝第九蓋蘇文伝を，以下に引用してみる。

蓋蘇文(或云蓋金).姓泉氏。自云生球中，以惑衆。儀表雄偉，義気豪逸。其父東部(或云西

部)大人。大針虚死，蓋蘇文嘗嗣。而園人以性忍暴，悪之不得立。蘇文頓首謝衆請揺職，如有不

可.難麿無悔。衆哀之，遂許。嗣位而凶残不道。諸大人奥王密議，欲株。事洩，蘇文悉集部兵，

若将校閲者，並盛陳酒鶴於城南，召諸大臣共臨視。賓至量殺之凡百鈴人。馳入宮，拭断為敷段，

棄之構中。立王弟之子戚為王，自為莫離支。其官如唐兵部尚書兼中書令職也。於是暁令違近，専

制園事，甚有威巌。身侃五万.左右莫敢仰視。毎上下馬.常令貴人武将伏地而履之。出行必布隊

伍。前導者長呼，則人皆奔遊，不避坑谷。園人甚苦之。

朝鮮史の最古の基本資料である『三国史記Jの列伝によれば，蓋蘇文は以下のように書かれている。

彼は若いころから評判が悪かったが，父の跡を継いで高官となる。しかし相変わらず行跡が悪いの

で，国王をはじめ皆で罰しようとした。それを知った蓋蘇文は，兵士を集めて閲兵に見せかけ，城の

南に宴会場を設けて酒席を盛大にして見物の大臣たちを集め，一気にそれら数百人を殺害した。そし
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て宮殿に入って，高句麗の国王(栄留王，建武)を殺し，切り刻んで溝に捨てたというのである。そ

の後，殺害した栄留王の，弟(太陽)の，子供である「戚」を国王の位に着けた。自分は兵権と内政

との両方っかさどる「莫離支」という大臣の役につき，好き放題に権力を振るった。体には五振りの

剣を帯びていた。馬で移動するときも，乗り降りする時に，近くの貴人や武将を地面に伏させて踏み

台に使った。外出するときは，長い行列を付け，先払いの声を聞くと，近くの民衆は怖がって逃げま

どった。というのが，蓋蘇文の伝記の要約である。

蓋蘇文は，若いころから品行が悪く評判が悪かった。青年期に品行が悪いだけならば，さして問題

のないことである。青年時代に素行が悪くて，その後時代の変革を担うほど大活躍する人物も，稀に

はいるからである。国王を殺害し，数百人を殺したのであれば，悪人といえなくもない。しかし，古

代において蓋蘇文のような人物は，日本でも中国でも世界中で，幾らでもいるわけである。だから，

取り立てて非難するには及ばないように思える。ただ，高句麗の蓋蘇文の場合は，その場所と時期が

よくなかった。相手がよくなかったと思われる。

さて.この事件に対する中国の唐王朝側の記録を見てみたい。蓋蘇文のことを記す中国側の資料は，

n日唐書.1 (後晋，劉向， 945年)， r新唐書~ (宋，欧陽惰， 1060年)， r資治通鑑j(宋，司馬光， 1084 

年)など多数ある。ここでは簡便のため， r資治通鑑~ (2007年，中華書局)を使うこととする。巻

ー百九十六，太宗貞観十六年に，次のように記されている占括弧の中は，中華書局の校点本に付けら

れた胡三省の注である。

十一月，丁巳，管州都督張倹奏高麗東部大人泉蓋蘇文献其王武。(泉姓也。新書日，蓋蘇文者，

或披蓋金，姓泉氏。自云生水中，以惑衆。麗，力知翻。考異日，奮俸云西部大人。今従賓録)蓋

蘇文凶暴多不法，其王及大臣議株之。蓋蘇文密知之，悉集部兵若校閲者，並盛陳酒鶴於城南。召

諸大臣共臨視。勅兵量殺之，死者百徐人。因馳入宮，手紙其王。自為莫離支，其官如中園吏部兼

兵部尚書也。於是競令遠近，専制園事。蓋蘇文朕貌雄偉，意気豪逸，身侃五万，左右莫敢仰視。

毎山下馬，常令貴人，武将伏地而履地。出行必整隊伍，前導者長呼，則人奔遊，不避院谷，路紹

行者，園人甚苦之。(呼，火故翻。逝，必孟翻。為征高麗張本)

さて『資治通鑑Jの一文を一見すると，まず先ほど引用した高麗王朝時代に作られた朝鮮の最古の

歴史書である『三国史記』とほぼ同文だということに気が付く。『資治通鑑』が1084年， r三国史記』

が1145年であるから，文字や文章の順番が多少異なるものもあるが，朝鮮最古の歴史書である『三国

史記Jは，中国側の資料をそのまま転用したとしか考えられない。

蓋蘇文が高句麗王朝の第27代栄留王(建武)を殺害したのは， r三国史記Jの高麗本紀の記述によ

れば， 642年の 10月である。驚くべきことに，その同じ年の 11月に，すでに唐の太宗は，栄留王殺害

の詳細な報告を受けていたということである。報告を奏上したのは，当時営州都督の張倹である。私

が『資治通鑑』を読んだ範囲でいえば，幽州(現在の北京市)が唐王朝の東方戦略の拠点だとすると，

営州はさらに東側，現在の遼寧省の西側に当たる地域である。唐王朝の，東方戦略の最前操にあった
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と位置づけられていたということができる。その営州の都督から，事件の発生後すぐに，報告がなさ

れたのである。そしてこの事件は， r資治通鑑Jの注を書いた学者でもあり，歴史家としても評価の高

い胡三省により， ["為征高麗張本」と書かれたのである。つまり歴史家としての胡三省によれば，この

蓋蘇文の事件こそ，唐の太祖の高句麗遠征の原因となったというのである。もちろんこれは，中国側

からする見方である。

少し本稿の筋から外れるが， 日本の大和朝廷は， どうであったのか。さて，大和政権では 7世紀に

も入ると積極的に国外の情報を収集していたように思う。本稿で取り上げる醇仁貴物語の事件の直接

の引き金になった出来事が記録されている。『日本書紀』皇極天皇元年 (642)二月に次のような記録

がある。

壬辰，高麗使人泊難波津。

丁未，遺諸大夫於難波郡，検高麗園所貢金銀等並其献物。使人貢献既詑，而諮云，去年六月，弟

王子亮。秋九月，大臣伊梨何須捕殺大王，並殺伊梨渠世斯等百八十鈴人。何以弟王子児為

王。以己同姓都須流金流為大臣。

二月の壬辰の日，高句麗の使者の船が来て，難波津に停泊した。丁未の日に，朝廷は役人を派遣し

て金銀などの贈り物を検査した。高句麗の使者は，積み出しが終わってから，次のように言った。去

年の六月に国王(建武)の弟(太陽)が死にました。九月になると大臣のイリ柄須摘が，国王建武を

殺害しました。そしてイリ渠世斯など百八十人も合わせて殺害しました。それから国王の弟の子供に

当たる人物を，新しく国王にしました。そして自分の同族の都須流金流を，大臣にしました。このよ

うに日本の役人に伝えたというのである。

「伊梨桐須禰」の「桐須禰」というのは，ほかの歴史的資料から見ても高句麗の「蓋蘇文」であること

は，間違いない。中国の漢字の中古音で， ["桐須捕」は Ikasiumielであり， ["蓋蘇文」は Ikaisumiuanl

で、あったはずである。両方の漢字三字の頭子音を比較すると，Ik-I (見母)， Is・1(心母)， Im-I (明

母)であり，すべて一致している。「蓋蘇文」を「桐須捕」と記録したのは， 日本の役人(通訳)が，

何かの文字資料を見せてもらったのではなく，高句麗人の話しを聞いたままに，音声を頼りに記録し

たということを示している。

「伊梨」については，いろいろ説明があるが，どれも納得できるものではない。今の所は未詳という

ことにしておく。

歴史的な資料から，蓋蘇文の事件は 642年に起きたことは間違いない。それを「去年」のこととし

て，高句麗の使者は伝えている。『日本書紀』は，一年記録がずれていることがわかる。本来なら皇極

天皇二年に，高句麗の使者が来て伝えた話のはずである。

しかしそのようなことは，大した問題ではない。それよりも重要なことは，その後東アジア世界を

大きく動かしていく蓋蘇文の問題が， 日本の大和政権も認識していたということである。大和政権も
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国際化を進め，情報収集に努めていた。だから，たまたま高句麗からの貢物の船が，事件の翌年に来

たので，事情を手に入れた。しかしこれは，唐王朝側のように，朝鮮半島の内部まで網の目のように

情報網を巡らせて，事件の一か月後には直接中国皇帝が事件の詳細な報告を目にしていたのとは，比

ぶべくもない。

ともかくこの唐の高句麗遠征により，高句麗・百済は滅亡へとつながる。朝鮮半島の三国並立の時

代は終わりを告げ，新羅による統一が実現される。大和王朝も，白村江の戦いで敗北し，朝鮮半島か

ら完全に撤退することになるのである。日本では，白村江の戦いですら.歴史に残されるだけで，文

芸として伝えられることはなかった。しかし中国では，この事件が現代にいたるまで文芸として長く

伝えられている。それが醇仁貴物語である。

2.醇仁貴物語の版について

醇仁貴物語の舞台となる，古代の高句麗固というのは，現在の地理的名称を使えば，遼寧省の遼東

半島から朝鮮半島北部にかけての地域である。醇仁貴の物語は，唐王朝の二代目皇帝太宗による，高

句麗に対する軍事的遠征の話である。その際に活躍した武将が，この話の主人公である醇仁貴である。

醇仁貴に関する話で，現存するもっとも古いものは，元刊本の「醇仁貴衣錦還郷」である。このよ

うな戯曲・雑劇分野では. r元曲選』に収められる「醇仁貴栄帰故里(正名)Jのほかに.I摩利支飛万

対箭J(r古本戯曲叢刊J第4集所収). I賢達婦龍門隠秀H古本戯曲叢刊』第4集所収)などがある。

南戯分野では. I新刊全家錦嚢醇仁貴J(r風月錦嚢』所収入「醇仁貴跨海白抱記J(r古本戯曲叢刊J初

集所収). I金紹記J(r古本戯曲叢刊J初集所収)がある。散帥集として万暦39年の『摘錦奇音』巻五

に「敬徳稿賞三軍J.r群音類選J諸腔類巻四に「白抱記」がある。また「金紹記Jcr故宮珍本叢刊.昆

-t本戯.1669冊，故宮博物院編). I掛泥山Jcr故宮珍本叢刊，乱弾前戯Jl677冊，故宮博物院編). I過

平頂山J(W故宮珍本叢刊Jl685冊，故宮博物院編)などもある。「金紹記J(r中国国家図書館蔵清宮昇

平署楢案集成Jl58冊). I唐伝J(r中国国家図書館蔵清宮昇平署楢案集成Jl66冊)などもある。現在の

地方劇の中でも，京劇の「醇仁貴救駕J(r京劇集編』第100集. r京劇伝統劇本集編J第14冊).昆曲

の「定天山J(r俗文学叢刊J第66冊).四川劇の「白抱記J(W川劇伝統劇目集J第l集所収).青陽腔

「金紹記」などの名を見ることができる。他に多数の劇が，各地の地方戯に残されている。

小説・語り物系統としてはまず. r醇仁貴征遼事略.1(r永楽大典J巻5244所収).明・成化本『新

刊全相唐醇仁貴跨海征遼故事Jl (r明成化説唱詞話J所収，文物出版社影印.1979年)などが古いもの

としてあげられる。後世の小説として. W陪唐両朝史伝.1 (r古本小説集成J所収，上海古籍出版社). 

『説唐後伝.1(W古本小説集成J所収，上海古籍出版社)などがある。『説唐後伝Jの異版は数多くある。

語り物として『鼓調絵図征東全伝.1(r故宮珍本叢刊J第711冊，故宮博物院編). r醇仁貴征東全歌』

(r稀見奮版曲事曲本叢刊J所収，北京図書館出版社)などがある。またハングルでも『白袖小将醇仁

貴伝.1cr古小説集.1.仁川大学民族文化資料叢書)などが見える (3)。
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このように酵仁貴物語は，千数百年の長きにわたって，歴史書・戯曲・小説などの広い範囲で，伝

えられ続けた話柄である。様々な意味で.われわれ日本人が考える以上に，中国人にとっては語り伝

えられるべき重要性を持った事件だ、ったと言えるだろう。

3. r貴池本高仁貴Jの本文分析の前に

本稿で対象とする安徽省池州市清渓郷張村に保存されていた戯曲「醇仁貴東征伝」は，王兆乾・王

秋貴著『安徽省貴池市劉街郷源渓村曹・金・桐三姓家族的憐戯j(4)にその影印が掲載されているも

のである。著者である王兆乾氏と王秋貴氏は 中圏全土にわたって古い演劇文化の発掘と保存に尽力

された世界的に著名な研究者でもある。本研究はその貴重な影印本の戯曲「醇仁貴東征伝」に注目し

て，研究を進めるものである。この影印は，以下叙述の簡便のため.I貴池本酵仁貴」と略称すること

とする。

さて後ろに掲げる影印の写真からもわかるように，原本の「貴池本醇仁貴」は 1920年代に当時の高

等小学校の教科書のページに包まれているようである。挙げてあるのは，その抄本「醇仁貴東征」の

最初の部分の写真である。残念ながら，原本を見る機会を得ていなし、。したがって，王兆乾氏がこの

写本を入手した経緯，その保存場所などについては.一切わからない。刊記として.I貴池清渓郷張村

正必成元蔵本jと書かれている。滑渓郷というのは，貴池市から健戯が多く上演される梅街・劉街な

どの東南方向の郊外に向かう道路沿い，中心からそれほど離れていない地域である。残念ながら，そ

の地に車を止めたことはない。原蔵者の涯必成氏についても何も知るところはない。

したがって，本稿では影印された「貴池本辞仁貴」の本文だけを頼りに，真偽問題も含めて，分析

を進めていかなければならない。「貴池本蕗仁貴」の本文を分析するためには，まずこの手書きの原稿

を，誰でも読める形にするために，文字として起こす作業をしなければならない。この文字に起した

ものは，本稿の後半の部分に掲載してあるので，参照していただきたい。

その後に，第2章に挙げた醇仁貴物語の多くの版と比較検討しなければならない。結論を言えば，

数ある蕗仁貴物語の版の中で. I貴池本醇仁貴」の本文を検討するために必要な版は.次の五つであ

る。

(1) r醇仁貴征遼事略.1(r永楽大典J巻5244所収). 

(2)明・成化本『新刊全相唐蕗仁貴跨海征遼故事.1 (r明成化説唱詞話J所収，文物出版社影印，

1979年). 

(3) I新刊全家錦嚢欝仁貴J(r風月錦嚢』所収). 

(4)富春堂本「醇仁貴跨海白抱記J(r古本戯曲叢刊J初集所収). r説唐後伝j(W古本小説集成J

所収，上海古籍出版社)

(5) r説唐後伝.1(r古本小説集成』所収，上海古籍出版社)
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これらは.簡略のために以下順番に. r永楽大典本醇仁貸j. r成化本醇仁貴j. r風月錦嚢本醇仁質j.

「富春堂本醇仁貴j. rr説唐後伝j本醇仁質」と呼ぶことにする。
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貴池本高仁貴 (r蒔仁貧征東J)の影印
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4. r貴池本高仁貴Jと他の版との比較

第3章で「貴池本醇仁貴」の本文の分析のために. 5つの版と比較検討することを述べた。以下そ

れぞれについて，比較検討した結果を述べていくことにする。

(1)r貴池本醇仁貴Jと「永楽大典本醇仁貴Jの関係

『永楽大典Jは，明代の永楽帝の勅撰の巨大な編纂事業の成果である。永楽 3(1405)年に着手して，

永楽 6(1408)年に完成している。様々な事情で焼失し，今は僅かしか残っていない。

「醇仁貴征遼事略」というのは，イギリスのオックスフォード大学に蔵される『永楽大典Jの残巻の

「遼」の字の韻の部分にあるものである (5)。これを研究した趨高旦は，本文中に出てくる「芙蓉城下，

子高適合理姫J(r永楽大典J本 25B)という句が，蘇東披の「芙蓉城並紋Jr蘇東披詩集J巻十六(6)

にも取り上げられていることを指摘する。なおこの故事をめぐる一連の話は，宋の趨彦衛の『雲麓漫

紗J巻十にも論述されている (7)。また，南戯においても上演されていたようで，銭南陽の『宋元戯文

輯供』は.r王子高」の項に録されている故事と同じであることを指摘する (8)。したがって「醇仁貴征

遼事略」は，南宋から元初にかけて成立した作品だとする (9)。

成立時期はともかく.r永楽大典Jに録される「蕗仁貴征遼事略」は，明代の永楽年間以前に出版さ

れた話本の形式の小説書の転載だと思われる。したがってこの「醇仁貴征遼事略」を「永楽大典本蕗

仁貴」と呼んで.以下分析を進めていきたい。

「永楽大典本醇仁貴」の五分のーほどの量になる，最初の部分が.r貴池本蕗仁貴」に相当する。朝

鮮半島の伯済固からの使者昌黒飛が登場する最初の場面から，太宗の遠征軍が海を渡る場面の聞が，

これに相当する。事件の流れから見ると.i永楽大典本醇仁貴」と「貴池本欝仁貴」とは，ほほ同じで

ある。異なるのは.i永楽大典本醇仁貴」がまず「平遼論」を献上する場面があり，その次に海を渡る

場面となる。この順番は. i富春堂本醇仁貴」も ir説唐後伝J本醇仁貴」も同じである。これに対し

て. i貴池本醇仁貴」だけが，この順番苦逆にしている。

後で論ずるように「永楽大典本醇仁貴」と「貴池本醇仁貴」とは，直接的な関係はないものと思わ

れる。「貴池本藤仁貴」が.直接的に関係しているのは. i富春堂本欝仁貸」であるからである。文章

としても，共通のものを探すと，伯済固からの使者昌黒飛の顔に入れ墨した太宗を非難する言葉.i殺

兄前殿，囚父後宮」が一つ挙げられる。しかしこれは，ほほ全ての醇仁貴伝に共通するものである。

したがって.r永楽大奥本欝仁貴」と「貴池本醇仁貴」には，共通した言葉はないと言っても，間違い

ではない。

しかし，全く無いのかといえば，少し気になる点が二つある。一つは.r永楽大典本醇仁貴」で洛陽

の九龍門で陣形を作って行進する場面がある。このとき太宗が次のように言う。
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帝奥英公大笑言日:奇哉此陣。見左右方園，内虚外賓，勢若組緋勢紙，陣形用内虚外賓，所以

孫呉具載。 (14B/7)

英公日:此障甚好，敵避之為虚，撃之為賓，得武侯人陣法。 (15A/3)

これらを見ると.r永楽大典本醇仁貴」では陣形の「虚実」が問題となっている。この「虚実」が.i貴

池本藤仁貴」でも問題となって表現される。

[王白]

克lつ隣接都接的好，不知裡面虚実若何。体与我従擢ー降。

[胡白]

政仕費。

[仕白]

不敢。

[胡白]

我王税道，北n際擢都擢的好，不知裡面虚実若何。体与我従擢ー降。(192頁上段 /9行) (注:貴

池本欝仁貴については，王兆乾・王秋貴著『安徽省貴池市劉街郷源渓村曹・金・桐三姓家族的健

戯Jの影印を使った。そのページ数と，上段と下段を区別し，それぞれに行数を記した。以下同

じ。)

このように，陣形の「虚実J(i虚実J)が問題となっている。「虚実」という言葉は「永楽大典本醇仁貴」

と「貴池本醇仁貴」とだけに見られる言葉で，ほかの「富春堂本醇仁貴」などの版では見られない雷葉

である。

二つ目は，醇仁貴の出身地の問題である。醇仁貴の出身地を，各版について示すと次のようである。

「永楽大典本醇仁貴」

「成化本醇仁貴」

「富春堂本醇仁貴」

rw説唐後伝J本醇仁貴」

絡州龍門j孫大賞庄分曲村

絡州龍門牒大王庄

絡州龍門瞬

山西経州府龍門牒太平庄

また参考までに，戯曲系列の方を示すと，次のようである。

元刊本

元曲選本

内府本

「摩利支飛万謝箭雑劇」

絡州龍門鎮

絡州龍門鎮大黄庄

龍門鎮大賞庄
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「貴池本欝仁貴」の第十出では，酵仁貴が箪に応募する場面で自分の本籍について「絡州龍門豚」と

述べている。とすれば「富春堂本辞仁貴」と同じということになる。

ところが「貴池本醇仁貴」は，最後の十六出で醇仁貴が次のように述べるのである。

[仁白]

多有得罪，大人清在荒忙寛住九日。

これは，最後に朝廷から使者が来て醇仁貴一家にいろいろな恩賞を与えられたときのお礼の言葉であ

る。問題は「荒忙」の二字である。「忙」の字は，すでに原文の中で横に「庄」の字に訂正すること

が書き込まれている。字形が類似しているので，誤記したということであろう。ぞうすると引用した

ここの部分は， 1かたじけない，使者の茂公様，しばらくゆっくりとここの荒庄に泊まっていかれよ」

と訳すことができる。

そうすると， 1荒庄」について二つの解釈ができる。一つは「荒」の字は，声調は異なるが同音マあ

る「黄」の字の誤伝承というものである。そうすると， 1貴池本醇仁貴」は， 1成化本醇仁貴」や「富

春堂本蕗仁貴」を遡って，もっと古い伝承である「永楽大典本醇仁貴」の「絡州龍門牒大黄庄」の名

前を残していることになる。もう一つの解釈は，醇仁貴が自分の住む場所白謙遜して「荒庄」と述

べたという解釈である。前者であれば， 1永楽太典本醇仁貴」が成立する前からの語り物の醇仁貴が，

底流としてずっと流れていて，それが「貴池本醇仁貴」に顕在化したということができる。

以上挙げた二つの点は，立証としては希薄である。しかし「貴池本韓仁貴」は.微かであるが「永

楽大典本醇仁貴」と繋がっていることを示しているように見える。

(2) r貴池本高仁貴jと「成化本蒔仁貴」

成化刊本説唱調話というのは， 1967年に上海の嘉定県で明代の墓の中から発見されたものである。

刊記によれば，成化7(1471)年から成化 14(1478)年までの聞に，北京の永順堂から出されたもの

である。全部で 11の作品があり，その中の一つが成化7年刊行の「新刊全相唐藤仁貴跨海征遼故事J，

ここで「成化本醇仁貴」と呼んでいるものである。

「説唱詞話」の作品は，主に七言・十言の句を連ねて，物語を進めていく文学形式である。詩讃系講

唱文学と呼ばれるものである。これは，ほかにはほとんど残っていない。これに対して，長短の不揃

いの詞形式の句を使った文学形式があり，楽曲系講唱文学と呼ばれる。これは話本とか諸宮調といっ

た作品群が残っている。このような意味で，近年発見された成化刊本説唱調話の価値は，大きい。

さて「貴池本醇仁貴」が， 1成化本醇仁貴」と対応する箇所也前後に並べてみると次のようであ

る。
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① 

酎耐唐天子，貧財世不休。

ゑ兄在前殿，囚父後宮愁。

焼祢江山贋，通無世百州、l。

吾当出一陣，遍地血涜流。(貴池本 183質上段B/5)

頗耐唐天子，貧財世不休。

殺兄在前殿，囚父後宮愁。

鏡体江山贋，通無凹百ナト|。

吾首出一陣，遍地血漬流。(成化本2A/3)

② 

多多奔tJJ、秦壬，来年八月混唐拝(邦)

若述不来旧)1問我，点将予言兵到此問。

唐朝何人保秦叔宝，生檎叔宝交成弓。

迩有何人胡敬椿，或捉敬徳抵刀鎗。

生檎敬徳秦叔宝，活捉長安大唐君。

若迩我到長安地，那吋踊作放牛場。(貴池本 183頁上段B/9)

表章若到長安里，侍語吾児李世民。

若還不把来進奉，領終奥兵到此門。

生檎敬穂秦叔保，活捉長安大唐軍。

又送戟書来征戦，高嵐軍師進表文。

再三停示小秦王。

今年不来滞順我，来牛八月見唐邦。

生檎叔費交戦馬，活捉敬徳箕万鎗。

若還我到長安地，那時踏倣放牛場。(成化木2A/9)

③ 

町耐唐天子，貧財世不休。

然兄在前殿，悶父後営愁。

焼体江山康，通吾四百州。

吾当出一昨，遍地血漉流。(貴池本184買上段B/2)

頗耐唐天子，貧財世不休。
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④ 

⑤ 

殺兄在前殿，囚父後宮愁。

銭祢江山鹿，通無四百州。

吾嘗出一陣，逓地血溌流。(成化本2A/3)

多多拝上小秦玉，来年八月混唐拝(邦)。

若迩不来旧順我，点将栄兵到此向。

童兄体也有↑尊名，生尋叔宝交峨耳。

遮↑小畜生也有一ノト尊名，活捉敬徳低万鎗。

生尋敬徳秦叔宝，活捉長安大唐君。

若述我到長安地，那吋踊作放牛場。(貴池本184頁上段B/7)

表章若到長安里，侍語吾見李世民。

若還不把来進泰，領特興兵到此門。

生檎敬徳秦叔賓，活捉長安大唐軍。

又送戟書来征戟，高麗軍師進表文。

再三惇示小秦玉。

今年不来蹄順我，来年人月昆唐邦。

生檎叔賓交戦馬，活捉敬t事実万槍。

若遺我到長安地，那時踏倣放牛場。(成化本2A/9)

吾今イを与唐帝王，三台八位恰原因。

面刺海東伯斉国，現今猛将有名人。

括総偉軍都元帥，宣牌控印蓋亦文。

厩然業中うお第一，拾鎗跨耳打法名。

吾(五)度失兵到大海，三番三(挙)意晃天円。(貴池本184頁下段B/3)

吾今設奥李世民，三壷八位論元因。

面刺海東伯済使，現職猛特有名人。

把掠催軍都元帥，宣牌掛印葛蘇文。

臓殺叢中為第一，輪鎗跨馬打頭名。

五度興兵到大海，三番準意晃天門。(成化本2A/6)
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⑥ 

忠臣叉手房支齢，向前万;#折原因。

昔日蕩(妨)帝柾京去，損折大半不回呈。

我王不知立京事，所臣仔主国税原因。

万里南朝征小国，我主辛苦辻江末。

江京不比京城地，物少人稀忽得行。

日出扶桑田地i主八分三水二分人。

江京遍損英雄将，海汽能街大国君。

標万斬馬重量磨快，考箭街人八九分。

元迫海水醐波浪，有ヌ佐世来救主人。

海迫猶如活地獄，江京奏迂鬼関津。

磨天磨地戴猛虎，浮昼江山:.r.太平。

山高路遺菰賊将，千員猛将去征束。

君臣平到高而国，却是肇天跨海人。(貴池本185頁上段A/4)

忠臣房玄叉定手，向前高歳大唐君。

昔日場帝征東去，損訴(折)大半不回程。

我王不知遼束事，肝臣仔細説元因。

高里南朝征小園，唐軍辛苦過遼束。

遼東不比中原地，物少人希(稀)忽住存。

日出扶桑田地遠，人分山水二分人。

遼東偏損英雄勝，海気能傷大圏軍。

標(鎮)万斬馬進毛快，考箭傷人刺九分。

無迫海水番(翻)風浪，有雄能救主人。

海迫猶如活地獄，遼河妻過鬼閲津。

磨天隠跡戒龍虎，浮畳江心接海門。

草薬途中傷戟馬，不服水土損唐軍。

山高路遠難賊将，山間樹木隠強臣。

百万唐兵都過海，千貝猛持出西秦。

君臣平得高麗園，真是撃天架海人。(成化本2B/n)

⑦ 

敬徳所協眉失敏，不自煩悩在心攻。

前唐不覚年年乱，六十四赴起畑企。
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⑧ 

⑨ 

李靖閥阻知禍福，老臣跨耳去征京。(貴池本 185頁下段A/4)

胡敬徳，肝設罷，眉頭緊敏，

不由人，添煩憎，暗旦傷情。

想前唐， 自不巧，年成着(荒)乱，

有六十，阜四鹿，各起畑塵。

宣李靖，好陰陽，能知禍福，

有微臣，曾誇口，議尽胡人。(成化本4A/1)

柳氏開言催虎将.慶交言培告将宰。

体去投宰休書(控)我，我在家中事六親。

出外常存君子道，商家莫起小人心。

路上野花休要採，澗泊弄粉害人精。

常想人家立大ill'.，残茶淡酒莫糊呑。

体若得了些微病，徳(得)病無人看体身。

正京近海功労大，終身就受帝皇恩。

金艮(銀)財宝休去按，只求安感早回呈。(貴池本 187頁上段A/6)

柳氏開言催虎終，多嬬歎語告将軍。

体去投軍休管我，我在家中葬六親。

出外長存君子意，老賓本分自天問。

摘外野花休描帯，調油弄粉暗傷人。

常想成家立身計，残茶冷飯莫胡呑。

倫若有些難難病，得病無人救体門。

征東辻海功勢大，若進身柴受帝思。

金銀財賓休捨揚，只求安祭早蹄門。(成化本7A/7)

三貞九烈方大道，文(万)古流待作活名。(貴池本 187頁上段B/7)

饗三貞，和九烈，高古留名。(成化本8B/8)
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天子点兵百万，占(点)将千員，千開宝庫，将金艮(銀)尽賞与衆軍。

(貴池本 191頁上段B/l)

天子毎日不想朝中之事，只要点軍百高，戟将官園，糧草先行，開了賓識庫.#守金銀賓物尽皆

賞与官軍頭目。(成化本10B/1O)

天子御萄征京，自従寓了長安大国泣了京羊大海，就文江越虎城，安菅下襲。

(貴池本 195頁上段B/4)

唐太宗天子御駕親征，自従離了大園長安，過了東洋大海。天子道，三江越虎域安管下奏。

(成化本 13A/1)

「成化本醇仁貴」には. r貴池本醇仁貴」と本文が一致する文章が 11ヶ所ある。

(3) r貴池本高仁貴jと「風月錦嚢本醇仁貴」

『風月錦嚢Jは，嘉靖突丑 (32.1552)年の刊記のある散帥集である。散帥というのは，一つの戯曲

の一幕・二幕の短いもののことである。それを集めたのが，散帥集である。この『風月錦嚢』に.r新
刊全家錦嚢醇仁貴十七巻」として，富春堂本「醇仁貴沃跨海征東白抱記」の第三十一折の「要該児」

の曲だけが収められている。現存の富春堂本と比較してみると，字句にほとんど異同がない。普通富

春堂本は，明末から清初に刊行されたと考えられている。しかし，嘉靖年聞に刊行された本と本文が

一致するということは，富春堂本の戯曲の醇仁寅は，明代中期の嘉靖年間と遠くない時期に成立した

可能性も考えられる。これは，富春堂本すべてを検討しなければ，結論を出すことはできないので，

また機会を見て考察することとしたい。

「要該児」の曲の中で，蕗仁貴はこれまでの事件を振り返っている。その中に次のような言葉が見え

る。

① 「操龍門陣(龍門の陣形を作った)J

② 「見平遼論(遼国の討伐策を献上した)J

③ 「若不是免朝二字，忽能穀跨海東征 (r免朝」の二字を海に沈めることを私が思いつかなかっ

'たら，どうして唐の軍隊が海を渡ることができただろうか)

これら三つは，それぞれ「龍門陣J.r平遼論J.r過海計」の名で知られる場面である。永楽本や成化

本では，このうち「龍門陣」という陣形の話は出てこない。また「過海計」の中で.r免朝」の二字の

話は出てこない。これらの三つの場面がすべて出てくるのは.r富春堂本蕗仁貴」である。「貴池本醇
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仁貴」の中では，第 13出，第 15出，第 14出に相当する。貴池本のこれら三つの場面は，嘉靖年間に

は，成立していたものと思われる。また「貴池本醇仁貴」と「富春堂本醇仁貴」との近さが，ここか

らも窺われる。

なお『群音類選J諸腔類巻四に「白袖記」が見えるが，これも「富春堂本務仁貴」と閉じものである。

(4) r貴池本蕗仁貴Jと「富春堂本蒔仁貴j

富春堂は，金陵にあった書庖である。台湾の中央図書館には，富春堂が刊行した戯曲が20冊ほど蔵

されていて貴重である。巻首には『新刻出像音註醇仁貴跨海征東白袖記Jと記されている。単欄，白

口，眉欄有り。毎半紫 10行，毎行21字。小字双行，毎行21字である。 46折，上下二巻に分かれて

いる。

「貴池本醇仁貴」が.r富春堂本務仁貴」と対応する箇所を，前後に並べてみると次のようである。

① 

② 

③ 

小生姓醇，名仁費，家住鋒州北内基，口口口口口口口口口口，自幼功有功名未遂。不知何日，

得上云梯。口口独守寒歯，三略法，胸減六輔有，今日春景融和，百花汗放，不免清出娘子.

同賞片吋，有何不可。娘子那裡。(貴池本 181頁下段A/3)

小生姓醇，名仁貴，祖居絡州龍門勝。招着柳金定為妻。功名未進.何時得上雲梯。夫婦和}II買，

又兼百事相宜。嘗初結義兄弟十人，如今各自散去安生。貝有卑人調守書留，幼習責公三略法，

胸中離着目公害。今嘗春景融和百花畑慢，請娘子到此観翫一時，多少是好。娘子有請。

経行吉田歩出蘭房，玩賞口口口口口。

水附石油流出冷，凡旋花苧我含差。(貴池本 181頁下段B/6)

軽移蓮歩出蘭房，玩罷名園田色光。

水向石遺流出冷，風従花裡過来香。(富春嘗本3A/8)

建建国回生外国，口(蛮)夷落落出南朝。

迭回若領安邦浄(静).方顕男JL志宍高。

(富春嘗本2B/1)

自家伯斉国伯牙太子是也。父王当年杵下唐朝三般宝貝，至今未曾進貢到唐朝去。

(貴池本182頁上段B/l)
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答答回回生外園，蛍夷落落出南朝。

這回若得安邦静，方信男児志気高。

俺不是別人，伯済圏中伯涯太子是也。我父王嘗許三般賓貝以付唐朝，免得争戟。

至今未曾進奉。

三般宝貝献明君，願取唐朝納献文。

従此四方皆立正，当今万代ー乾坤。(貴池本 182頁下段 A/6)

三般宝貝進明君，願取唐君納献文。

従此四方来立正，嘗今高代ー乾坤。(富春嘗本4A/1)

酎耐唐天子，賞財世不休。

糸兄在前殿，囚父後宮愁。

憐体江山贋，通無世百州。

吾当出一陣，遍地血揖流。(貴池本 183頁上段B/5)

町耐唐天子，貧才世不休。

殺兄在前殿，囚父後宮愁。

鏡体江山贋，通無四百州。

吾嘗只一陣，遍地血横流。(富春嘗本5B/7)

多多拝上小秦王，来年人月混唐拝(邦)

若迩不来旧}I匝我，点将兵兵到此向。

唐朝何人保秦叔宝，生檎叔宝交峨耳。

述有何人胡敬徳，或捉敬徳、抵刀鎗。

生檎敬徳秦叔宝，活捉長安大唐君。

若迩我到長安地，那吋踊作放牛場。(貴池本 183頁上段B/9)

再三上伏小秦王，来年八月叛唐邦。

生檎叔保

交戦馬，活捉敬徳祭槍万。

若是投降来挟伏，免我親身下戦場。

若道半聾雷不肯.唐朝改作放牛場。(富春堂本5B/9)

(富春嘗本3B/2)
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⑦ 

③ 

⑨ 

⑮ 

酎耐唐天子，賞財世不休。

ゑ兄在前殿，囚父後宮愁。

協体江山贋，通吾四百円、l。

吾当出ー降，遍地血涜流。(貴池本 184頁上段B/2)

酎耐唐天子，貧才世不休。

殺兄在前殿，囚父後宮愁。

鵠体江山贋，通無四百州。

吾首只一陣，遍地血撞流。(富春雷本5B/7)

多多持上小秦王，来年八月混唐痔(邦)。

若迩不来旧順我，点将尖兵到此問。

童兄体也有ノト尊名，生尋叔宝交峨耳。

迭ノト小畜生也有一↑尊名，活捉敬徳低万鎗。

生尋敬徳秦叔宝，活捉長安大唐君。

若迩我到長安地，那吋晒作放牛場。(貴池本184頁上段B/7)

再三上伏小秦王，来年八月叛唐邦。

生檎叔賓交戦馬，活捉敬徳祭槍万。

若是投降来扶伏，免我親身下職場。

若道半聾言不肯，唐朝改作放牛場。(富春堂本5B/9)

万歩万万歩，自従我王登殿ー十八載，天下太平，渚国来朝，海上金翁来進宝，山中猪戸遊麟

麟。 (貴池本183頁下段B/9)

平身。圃正且喜風調雨)1贋，海上漁翁来進賓，山中獄父進麟麟。(富春堂本6B/9)

[王白]

卿寡人昨夜得一夢，歩見一小将，身穿紅抱，手抗ーも万，将寡人拝在掛泥珂中。后遇一小将，

身穿白抱，素甲，手抗方天戟，連珠三箭，射退那人，救起我来。我当吋ー托祉住，向他那里

人氏，他也不説。他只世傘字緯三緯，三点如三鎗，一出午内，白蛇撞路。卿此夢若何。
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(貴池本186頁上段B/7)

[王云]

衆臣可以議論，又一件。寡人三更時候，夢見一見守身穿紅抱，手執飛万， 由来自去。寡人廟戟

敵兵，以随泥問。后有一持身穿白抱手執連珠箭，射退遼兵救得我。嘗時祉住那持衣摺，問他

家住在那星。他設遭，他家住傘字緯三緯，三鎗点三点。白蛇摘住午門。此夢若何。

聖旨一到，脆肝宣讃，皇帝招日(貴池本 187頁下段B/4)

聖旨己到，脆肝宣讃，上天谷命，皇帝詔日(富春堂本 10A/2)

恐伯日后苓了我的根柄去了(貴池本 188頁下段 A/9)

可不奪了我的権柄。(富春堂本 14A/5)

[下白]

裏老管，耳:R何不行。

[茂白]

我逮耳有三不行。

[下白]

那三不行。

[茂白]

(富春堂本7B/7)

遇宝貝不行，遇怪物不行，遇貴人不行。体与我橋下着来。(貴池本 189頁上段A/4)

[末云]

菓老爺知道，前軍不能行，馬不能走。

[外云]

手下，馬不走有解，合遇貴人。人不行合遇金艮(銀)

賓員。軍馬不定合遇妖魂鬼怪。子細捜検看。(富春堂本 15A/10)
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⑭ 

⑮ 

⑮ 

⑫ 

心中常存打虎性，便是捧(檎)北撞虎人。

人却無心来害虎，虎偏有意来慣人。(貴池本 189頁下段B/l)

胸戴打虎心，袖腿掌龍謄。

人無害虎心，虎到有傷人意。(富春堂本 16B/4)

口口岨苦念賞究

今日l院留謡特通。

一夜浮捧旧大海，

人生何去不相逢。(貴池本 189頁下段B/9)

怜孤'1:血苦念貧窮，

今日1&留我運遇。

二葉浮捧蹄大海，

人生何慮不相逢。(富春堂本 17A/5)

常道養軍千日好，

果然用力一朝液。(貴池本 190頁下段B/3)

[聾勘酒]

常言道養兵千日，用在一時。(富春堂本 19A/4)

[仁唱]

烏凡黒暗遮天地，上界天神及地祇。

威風濠凄人驚↑白，個個人人要小心。

小寧伯有効t与我天地問.加一声声姐哨，牢令旧依。

二点西方庚辛金， 白旗白号管三軍。平生耳上威凡打.旭日向人人要用心。

小宰1fJ有体与我天地問，加一声声旭附.宰令旧依。

一点京方甲乙木，青旗青号領三軍。腰間繋僚盆~帯，遵依号令室揺旗。

小牢1fJ有体与我天地問，加一声声旭日向，宰令旧依。
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三点南方丙丁火，紅旗紅号逼(必)三宰。英雄鷹凄人驚伯，天神降地斬妖精。

小宰1f1有体与我天地問，加一声戸地哨，牢令旧依。

四点北方壬発水，黒旗黒号黒耳卒。天差四位施t某将，党着干文培地塵。

小宰1f1有体与我天地問，加一声声旭日向，宰令旧依。

五点中英(央)戊己土，黄旗黄号慎三宰。托他安在中軍航哨城揺旗要用心。

小宰灯有体与我天地問，加一声声焔日向，宰令胆依。(貴池本191頁下段 A/S)

[要夜児]

烏雲黒暗遮天地遮天地，上界天神下地紙，威風人面人驚健一個札鼓一個札旗。

乙結束方甲乙木甲乙木，青旗青競人馬擢，平生志気撚天地，一聾地響軍令阪衣。

二動西方庚辛金庚辛金，白旗由競白衣，腰間結着獅蛍係，尊依韓令納(附)峨揺旗。

三知南方丙丁火，紅旗紅馬紅披逼，人人勇猛施謀計，天神降下斬妖除迷。

四賄北方壬発水壬突水，黒旗黒鵠人馬催，天差四将臨凡世，盟着英雄勝土，掃墨塵飛。

五勤中央戊巳土戊巳土，五五二十五面旗幡，雑色人驚憧，興功者賞，違令者命喪須央。

平生豪宍沖天地，大小三宰肝我言。

遵依号令収迩除，個個人人要小心。

真正小牢来扶手，票了細谷放寛心。(貴池本 193頁上段 A/l)

[要抜JLJ

(富春堂本24B/9)

平生豪気沖天地沖天地，大小三軍聴指揮，遵依競令休違背。人人要乗心正直，一個個扶手眠

依。 (富春堂本 25B/5)

関知己j事こ宗将，有勇無謀3十可行。

生檎巴顔皆供手，播鼓懸羊入風域。(貴池本 193頁上段B/2)

[遼水令]

曾聞巴家持j豪家兵，有勇無謀智，

殺取葛蘇文，生檎巴彦，只教他扶手来順取鳳城。(富春堂本27B/4)
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[仕白]

呈上世道，主主等凡狂浪大，;&生是好。快没i十来

[仁白]

票我主，至上乃是真明天子。四海北王倶己来朝拝。只要口口口(我王写)下免朝二字地下水，

海浪即止。(貴池本 193頁下段B/9)

[浄]

嘗今把身不定。快誼計較来。

[生云]

老参不要驚躍。嘗今真名天子，五湖四海龍王来朝，若要平静，寓免朝二字去下水去，龍王見

了，就不来朝。(富春堂本32A/9)

このように，文章が対応している箇所が20か所ほどある。見逃した対応する文章は.もっとあるかも

しれない。

また実際には，場面の対応関係も存在する。以下， r賞池本務仁貴」と「富春堂本務仁貴」との場面

の対応関係を示してみると，次のようである。[貴池本辞仁貴Iは，一つ一つの場簡を「出」と記し，

「富春堂本蕗仁貴」はそれを「折」と記しているので，これに従う。

貴池本 富春堂本 貴池本 富春堂本

1出 l折 9出 7折

2出 2折 10出 10折， 11折

3出 3折 11出 11折， 12折

4出 4千万， 5折 12出 13折

5出 6折 13出 15折

6出 6折 14出 17折. 19折

7出 6折 15出 16折

8出 9折 16出

「貴池本醇仁貴」ど[富春堂本欝仁貴jとの場面の対応の仕方は，不規則な場而も出てくるが，大ま

かには対応している。ただし「貴池本醇仁貴jの14出の「過海計」の場面と， 15出の「平遼論Jの

場面の順番は.r富春堂本降仁貴Jと逆になっている。現存の「富春堂本醇仁賞」は，第 1折から第

20折までの上巻と，第21折から第46折までの下巻に分かれている。「貴池本醇仁貴」は，ほぼこの

上巻に相当する内容である。
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(5) r貴池本高仁貴」と rr説唐後伝J本蒔仁貴j

小説として『惰唐両朝史伝Jは，刊記に万暦47(1619)年とあるので. r説唐後伝』より古い。し

かし，蕗仁貴に関する叙述は，ほとんどない。話の流れも，醇仁貴物語より大きく異なっているので

取り上げない。『説唐後伝』は. r古本小説集成Jの徐期方の解説によれば，乾隆 3(1738)年の姑蘇

緑慎堂刊本が一番古いそうである。しかしこの『説唐後伝Jは.相当長期にわたって流行したらしく，

大塚秀高『増補中国通俗小説書目Jによれば中国圏内だけでなく圏外でも多数の所蔵が記録されてい

る。清朝の中期以降，全国で相当に読まれた作品といえよう。

["W説唐後伝』本醇仁貴」は.第 12回以降に，醇仁貴物語と共通したものが展開する。それは，ほほ

「富春堂本醇仁貴」と同じである。そうではあるが. ["貴池本醇仁貴」と共通する文は，見つけられな

い。「貴池本醇仁貴」に. ["W説唐後伝J本蕗仁貴」は何の影響も与えていないといえる。

5.小結

これまで検討してきたことを基に. ["貴池本蕗仁貴」に関する所見をまとめてみたい。

(1)r貴池本蒔仁貴」の真偽問題について

「貴池本醇仁貴」について，疑うことができるとしたら. 1920年代に書かれたのではないか，ある

いは成化本が発見された 1970年代以降書かれたのではないかという疑念である。

まず. 1920年代ごろに書かれたのではという疑いは，貴池本蕗仁貴が1920年代の当時の教科書の

紙に包まれていたからだ。もう少し時期を広くとれば，清国末年民国初年あたりではないかというこ

とである。そうだとすると，一つ大きな矛盾が出てくる。 1青末民初であれば，小説の『説唐後伝Jが，

広く流行していたはずである。『説唐後伝』の版本は，第4章で述べたように，今でも多くの図書館に

所蔵されている。「貴池本欝仁貴」の作者が手元に，それもほとんどあり得ないことだが，幸運なこと

に「成化本醇仁貴」と「富春堂本醇仁貴」を所蔵していたと仮定しよう。しかしそれでも，なぜ当時

広く流行していた『説唐後伝Jを無視して，このような古くさい成化本と富春堂本という二本によっ

て，わざわざ貴池本醇仁貴を創作しなければならなかったのか。『説唐後伝』の痕跡が，貴池本にまっ

たく見えないというのは，不思議である。

もう一つは.["貴池本醇仁貴」は.["成化本醇仁貴」が発見された 1970年代以降，偽作されたのでは

ないかという疑問である。 1970年代に，戯曲研究の情報に詳しくまた財力がある人物がいて，発見さ

れた成化本の影印を早速手に入れて，それを富春堂本と合わせて.["貴池本醇仁貴」を作成したのでは

ないかという疑問である。「成化本醇仁貴」は，上海の嘉定県の墓から発掘されるまで，その存在も知

られていなかった本である。その後1970年代に影印版が出版されたが，部数は数百部程度で相当に少
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なかったはずである。また.富春堂本の戯曲も，相当に希少なものである。私が知っているのは.台

湾の国家中央図書館と日本の京都大学図書館の所蔵などごく少数である。『古本戯曲叢刊』初集に影印

本が収められている。しかし. r古本戯曲叢刊』初集も. 1970年代に簡単に見ることのできる本では

なかった。ともかく仮に 70年代以降に，影印の「成化本蒔仁貴」と「富春堂本醇仁貴Jとを利用して

貴池本醇仁貴を作成したとしよう O そうするとやはり いくつか矛盾が出てきてしまうように思われ

る。まず，成化本の使い方が，あまりに稚拙だということである。例えば，本稿第4章の(2)n-貴池

本醇仁貴」と「成化本醇仁貴Jjの①②③④で挙げているように，②と([④は.同じ個所を不規則に重

複している。成化本の影印を見ながら新しく作成したというのであれば，このような稚拙なことはし

ないように思われる。

また.r貴池本醇仁貴」の作成は，基本的に富春堂本を使って作成したはずである。本稿第 4章の

(4)の分析で見たように，寓券堂との一致点が;最も多いからである。富春堂の上巻をもとに作成した

とも考えられる。そうであれば，そこで述べたように「貴池本醇仁貴」の 14出の「過海計Jの場面

と. 15出の「平遼論Iの場面の順番は.r富春堂本辞仁寅Jと逆になっている点が，矛盾するのであ

る。富春堂本を下敷きにしているのであれば，なぜ最後の 14出と 15出において，突然j順番を逆にす

る必要があるのか。そもそも.論理的に考えて「平遼論」が先に来て，その後に「過海計」が後に来

るのが自然であるのに，わざわざ順番を逆にする必要があるとは思えない。この矛盾は，何百年と伝

承される中で，村人が物語の内容を十分に理解していなかったことが原因で，場面の順番を逆に伝承

してしまったと考える方が自然である。「貴池本官引二貴」が.j青末民初以降から現在までの時期に，偽

作されたとすることには，無理があると私は結論せざるを得ない。

(2) r貴池本高仁貴Jの成立時期と，原「富春堂本高仁貴J

それでは，いつ頃「貴池本醇仁貴Jは成立したのだろうか。本稿の第4章では各版との比較をして

みた。清朝中期に成立した rr説唐後伝』本醇仁貴」の影響が，全く見られないことからそれ以前と考

えるのが自然である。最も類似した文章があるのは.r宮春堂本醇仁貴jである。内容的にも.r貴池

本醇仁貴」がちょうど「寓春堂本醇仁貴」の上巻に相当する内容であることからも.それは証明でき

ると思われる。その次には.r成化本醇仁貴」と共通する文章が多い。「貴池本醇{"貰jは，基本的に

この二つの版を淵源にしている。

では. r富春堂本辞仁賞」は，いつ成立したのか。通常富春堂刊行の戯曲は，明末と考えられてい

る。台湾の国立図書館に所蔵される『玉攻記j4巻には，万暦 9(1581)年の刊記がある。これ以外の

本には，出版年の刊記がないのでよくわからない。しかし富春堂で刊行された本は，おおむねこれと

あまり離れていないころのものと思われる。したがって「富春堂醇仁貴Jの出版も，万暦年間と考え

られるo

そうすると「貴池本醇仁貴」の淵源である万暦年聞の「宮春堂本醇仁貴」と，成イヒ年間の「成化本

醇仁貴」では 100年以上離れていることとなる。これほど離れた年代に刊行された本が，一つにまと
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められて「貴池本醇仁貴」となったと考えるのは，実に不自然と言わざるを得ない。

そこで，嘉靖年間出版の「風月錦嚢本醇仁貴」が注目される。第4章の(3)で明らかにしたように，

「風月錦嚢本醇仁貴」は， r富春堂本醇仁貴」の第31折と本文がほぼ一致していた。嘉靖32(1552)年

の刊記のある『風月錦嚢Jは，散齢集である。既存の刊行されている戯曲の版から，適当な個所を抜

き出して「選集」を作ったものである。とするならば，万暦年間に出版された「富春堂本醇仁貴」に

は，嘉靖年間以前に成立した原本「富春堂本醇仁貴」というべき版が存在していたとも考えられる。

成化年間 (1465~1488) の次は弘治年間 (1488~ 1506) ，その次は正徳年間 (1506~1522) ，そして嘉

靖年間 (1522~ 1567)となる。そうすると， r成化本醇仁貴」と原本「富春堂醇仁貴」との聞は，多

くても 50年ほどである。

「成化本醇仁貴」が成化7年に刊行されて，それから数十年後に原本「富春堂本欝仁寅」が刊行さ

れ，それらをまとめて「貴池本醇仁貴」が成立した。そう考えるならば，時間の流れとしては，自然

になる。詩讃系演劇である「貴池本藤仁貴」は，明代の中期には成立していた。

私は以前から白兎記も研究している。その版を研究しているとき，地方戯である青陽腔の民間に残

存する劇本と，富春堂の白兎記の文章が類献していることを指摘したことがある (10)。このときは，富

春堂本の刊行が万暦年間であることを少しも疑っていなかった。今から考えると問題があったかもし

れない。それはともかく，地方戯曲の民間に残存する劇本と，富春堂刊行の戯曲の文章が類似してい

ることを発見したのは，二度目である。

富春堂本の戯曲は不思議なことが多い。それらは，また別の機会に考究するつもりである。ともか

く「富春堂本醇仁貴」の成立は，ふつう考えられているよりも，ずっと古く嘉靖年間以前の可能性も

ある。

(3)詩讃系仮面演劇としての「貴池本高仁貴J

私の知る限り「詩讃系」というのは，葉徳均が「宋元明講唱文学J(1952年初出， r戯曲小説叢考』

所収)で説明したものである (11)。これは「楽曲系」と対応するものである。詩讃系譜唱文学というの

は，七言句・十言句・五言句などの，閉じ字数の匂を長く連ねて故事を展開するものである。斉言体

ともいわれる。これに対して，楽曲系譜唱文学というのは，長短不揃いの匂を連ねて故事を展開して

いくものである。楽曲系講唱文学としては，諸宮調がよく知られている。話本も，そのー形式という

こともできる。詩讃系講唱文学というのは， r涯詞Jr陶真」があるとされるが，一般的にはあまり知

られていなかった。もちろん『大唐秦王調話』もあったが，それは明末のものとされていた。ところ

が何度も述べるように，上海の嘉定県の墓から「成化説唱詞話」が発見されるに及ぴ，明代の初期に

詩讃系講唱文学が大量に出版されていたことが認識されるようになった。しかしこれらは，講唱文学

であるから，戯曲ではなく語り物である。

これとは別に， 1980年代となり中国の学会も斉言体の戯曲である「榔子腔」に注目し，討論会も聞

かれるようになり多くの論文が発表されるようになった(12)。また孟繁樹の『明清戯曲珍本輯選Jl(13)， 
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『中国板式変化体戯曲研究j(]4)などが発表された。孟繁樹の研究は，地方戯の秦腔を取り上げ，明末

の抄本「鉢中蓮j伝奇の中の「西秦腔二犯jの曲が七言斉言体になっていることなどから，板式変化

体(通常は榔子腔と呼ばれる)の成立を論じた。このころから，詩讃系説唱文学から榔子腔が形成さ

れる道筋が論じられるようになった。

本稿の本文分析で新たに分かつたことは，詩讃系演劇つまり斉言体の演劇が，必ずしも詩讃系の説

唱文学だけから生まれるのではないということである。「貴池本醇仁貴」の主要な淵源は「成化本醇仁

貴」もあるが. I富春堂本辞仁貴」もあるからである。「富春堂本醇仁貴Jは，楽曲系演劇である。

本稿で取り上げている「貴池本醇仁貴」は，詩讃系の演劇である。語り物の説唱文学の本文を，そ

のまま使って演劇にしたものである。例えば185頁の上段一行自のセリフは鮮明でないが，順番から

言えば，王自身のセリフである。それは，次のようである。

「口(王)白」

太宗見奏，龍顔大喜，就将燕国口口(公之)子相尋辞万，封)g開路先鋒。胡敬徳。

王というのは太宗のことである。太宗が自分のセリフに「太宗児奏，龍顔大喜(太宗は奏上を聞いて，

とてもお喜び、になった)Jと述べている。これは明らかに語り物や小説の叙述の 3人称の文体を，その

まま演劇に転用しているので，このような不思議なセリフとなっているのである。このような叙述の

文体をそのまま用いた演劇が，具体的にどのようなものであるか私は池州市劉街郷源渓村の曹姓の村

落で調査したので，その時の写真を右頁に示してみる。

これは.2013年の元宵節の餅戯の上演を調査した時のものであるo 右頁の写真は.I孟美女j劇の一

場面である。二枚の写真を通じてわかるのは，役を演じている村人は，大きな仮面をかぶって，指定

された場所に立っか，あるいは座るかしているだけである。歌やセリフは，後ろの机に腰かけている

別の村人が，台本を読み上げることで代行される。簡単なメロデイが，何度も繰り返され，それに合

わせて台本を読み上げ歌ろのである。それだけで，場面が進んで、いく。これだけ大きな仮面を被って

いれば，複雑な動きはできない。場面転換の時には，また別の村人が，仮面を被った村人を引っ張っ

て出たり入ったりきせるのである。新しく場面に入った村人も 決まった場所に迷れていかれるだけ

である。

これは，考えられる限りで，最も原初的な仮面劇ではないであろうか。私の分析では.I貴池本醇仁

貴」の仮面戯は，明代中期以降演じられ続けてきたと思われる。
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(4) r貴池本蒔仁貴Jの劇本の伝承について

「貴池本醇仁貴」の本文について分析を行った結果，明代の中期ごろに成立したのではないかと推測

した。遅くとも富春堂本の刊行された万暦年間の明末である。しかしその後，現在に至るまで四百年

以上同じ劇本が伝えられるということがあるだろうか。

劇本の伝承には，音による伝承と，文字による伝承の二種類がある。まず音による伝承を挙げてみ

る。次に引用するのは，同じ安徽省で 1950年代に収集された徽州抄本の「白兎記」の短い一文を引用

したものである。(15)

停林花号受苦辛，因奈虹抱，再妻岳氏妻。 (28折)

これだけであれば，全く意味の通じない文章である。これを対応する『歌林拾翠Jに引用される『白

兎記』の本文で，意味の通る文章に校正すると，次のようになる。

提鈴喝号受孤他，因失紅抱，再襲岳民妻。(夜警として鈴を鳴らして夜回りをしているときとても

惨めな思いをしていた。ところがその後赤い服をもらったことが縁で，岳氏の娘を二人目の妻と

することができた)

両方を比べてみると，字そのものは異なっているが，一文の音声は類似していることが分かる。これ

は，この劇本が演劇の芸人によって伝承されたのが原因と思われる。専門の芸人であるから，ある程

度忠実に劇本を伝えている。しかし当時の芸人は十分な教育がなかったので言葉の意味が理解できな

いまま，音だけを伝承した。その結果最初に示した意味のよく通じない不思議な文章が残ったと考え

られる。

では「貴池本醇仁貴」の場合はどうであろうか。次に掲げるのは，池州の村落で健戯の調査中に，

村人から見せてもらった劇の台本の写真のほんの一部である。池州健戯を上潰する村々は，集落や宗

族によって異なるが，それぞれに代々台本を大切に伝え保存している。次頁の写真は，相当古い未整

理のままの抄本である。次頁の写真は，整理されてきれいに印刷されているようである。

ともかくこの地域では，代々村人が大事に劇本を文字として伝承している。それでも，文化大革命

中に失われたものも少なくないらしい。また，新中国になってから急速に慨戯が上演されなくなって

いった。したがって，それぞれの劇本が，どれほど古い姿をとどめているかは，それぞれ本文をよく

検討してみなければならないだろう。

「貴池本醇仁貴」についていえば， 1920年代まで基本的に忠実に文字によって伝承されて，それが

王兆乾氏によって発見されたということであろう。

文字による伝承を示している部分として， 184頁上段B7行目の一文を挙げてみる。

多多拝上小秦王，来年八月混唐奔(邦)。
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これは. r成化本藤仁貴J2Aでは次のようになっている。

再三停示小秦玉今年不来蹄順我，来年八月見唐邦。

これは. r富春堂本醇仁賞J58では，次のようになっている。

再三上伏小秦王，来年八月叛唐邦。

「成化本醇仁貴」は「見唐J.r富春堂本醇仁貴」は「叛唐J.r貴池本醇仁貴」は.r混唐」としている。

文字としては.r成化本醇仁貴」よりは読みやすくなっているのは確かである。このように「貴池本醇

仁貴」の伝承が，文字によって行われたのは，この劇が中国の農村社会に支えられていたからだと思

われる。

i主

(1)福満正博「中国近世戯曲小説中の異体字研究 (6)一元刊本・新刊的本『醇仁貴衣錦還郷』関目全一Ja明

治大学教養論集』第 500号. 2013年9月)。

(2) 1984年，学習院大学東洋文化研究所影印本

(3) 千回大介「醇仁貴故事変選考J(r中国文学研究J第17期. 1991年).柴崎公美子 rt青朝宮廷演劇における
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貴池1青漢郷球村証必成原購本/王兆乾提供

一名《打虎》

丹風来年宇宙春，

中天雨露国吋春

世上好事惟

(一出) r開」

開場

丹夙来年宇宙春，

中天雨露四特新。

世上好事惟忠孝，

臣披君思子孝親。

醇仁貴功労旦法，

唐天子御萄親征。

昔日唐王李世民，

歩中忽遇英一(白衣)人。

栽花紳柳秦叔宝，

遇(好)打口口(三鞭)郡国公。

二出「賞花」

凡A人花苧我含差。

(桁文)

〈蕗仁貴征京〉

小生姓欝，名仁貴，家住鋒州ftn昼，口口口口口口口口口口，自幼功有功名未遂。不知何回，得上云

梯。口口独守寒歯. (幼耳)三略法，胸戚六輯ニ持，今日春景融和，百花丹放，不免i青出娘子，同賞片
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吋，有何不可。娘子那裡。

[旦白]

来己。

[生白]

娘子拝己。

[且白]

秀才万福。

[生白]

娘子清坐

[旦白]

秀才同坐。秀才喚出妾生，有何甚事。

[生白]

非うち別事.今日春景融和，百花押放，清出娘子，企賞片吋，有表夫知之情。

[且白]

妾身奉陪。

[仁貴唱]

春景融和百花放，

只見圏中満樹香。

粉蝶双双来遊戎，

紫燕忙忙鏡童梁。

王生(弥)公子都玩賞，

可収入生有幾何。

住人才子同来戒，

夫妻一対賞花人。

光閉凱箭催人老，

日月如竣趣少年。

i寺

房

口

冷

蓋

蘭

口

出

合

出

口

流

我

歩

口

迫

苧

細

口

石

花

行

賞

哨

従

軽

玩

水

凡



三出「舞回回」

白

小人去的

[太子白]

遅達一ノト回回?
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帽，身穿車里衣，口口正正口口口口口馬，打誠鼓R冬柊撒撒，喜笑ー↑口口口口.ーノト耳里，耳里ーノト，

沙星，天上心口口口明，塘呈宣多水不清，朝内官多乱又法口，口外妹郎多乱了心，駿也駿之坤，月裡

竣桐甚鹿何人栽，九曲黄河是何人開甚弘人，北迫托住三関栽，是何人突央暗暗，何着放未(来)， 

[小遣唱]

月裡竣桐李老君栽，

九曲黄何老北王開。

楊太郎北迫托住三関塞，

李巨内央突時晴何着放来。

[老建白]

謹蓮田回生外国，

口(蛮)夷落落出荷朝。

遠回若領安邦浄(静)， 

方顕男JL志『高。

自家伯斉国伯牙太子是也。父王当年杵下唐朝三般宝貝，至今未曾進貢到唐朝去。手下的。

[(手下白票~J

有。

[太子白]

殿下.可有人到唐朝去。

[手下白裏]

我主，祇有昌黒非(ーも)，貫走唐朝，

[生白]

金牌息，艮牌遺，就遺昌黒丸上殿。

[手下白票]

我主，昌黒丸一到，有何扮附

[太子白]

非克則是。我今差体，進貢宝貝，到唐朝去。体可去的。

(黒ーも白)

小人去的
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[太子白]

我道来，

達子炉ID

太子当吋将言淡，

黒も折我i昆口口(原因)。

体今進買唐朝去，

支貝献上圭明君。

若待唐王牧了宝，

回来担税原何因。

[黒ーも{唱~J

黒も祥別主人去。

太子不必、苦又心。

小人領了三般包.

一心只要往前行。

[涛]

三般宝見献明君，

願取唐朝銅献文b

従此四方皆立正，

当今万代一乾坤。

間出 「蓋亦文李主]

[亦文唱]

不唱太中唐帝主，

q庁唱芳;文作反人。

酎耐犬邦元道理

不将宝貝献吾身。

便叫手下忙不住，

点将兵兵ゑ唐写。

手下(唱)

托他人耳都ゑ尽，

就等我主鎮乾坤。

[亦文白]

自家高而国，姓葛名亦文是也。肝得伯斉国伯牙太子，差人道貢宝貝往唐朝去。不免在此立案方冠，
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苓了他的宝貝，有何不可。

黒ーも(唱)

高正失戴島全jp帽，

身穿紫~抱。

腰間緊得黄靖葛情，

脚踏掌朝靴。

手内捧得三般宝貝，

却乃是遊貫唐朝。

行一里来又一里，

去ー呈来又口口。

ー呈来到唐界地，

一心只要往前行。

[手下白]

f伝達双子往那里去的.姓害警名r位。
[黒白]

我是伯斉国伯牙太子差小人，昌黒lS進貢宝貝，到唐朝去的

[手下白]

伏准(男)1fJ帯住了。代祝票千歩守谷，票我主，外方有一波子口口声声要向唐朝去。

[蔀文白]

手下的。

[手下的白]

有。

[亦文白]

体与我令其帯進。

[手下白]

令其帯遊。

[亦文白]

体遺双子往那里去。

[黒ーも白]

我往唐朝去的。

[亦文白]

我逮就是唐朝。

[黒丸白]

我(fか)却不是唐朝
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[亦文白]

体手内捧得是甚弘。

[黒丸白]

三般宝貝。

[亦文白]

那三般宝貝。

[黒丸白]

下西明月連珠録酒壷。

[亦文白]

果然好宝。

手下的。

[手下白]

有。

[亦文白]

将宝入庫。

[手下白]

菓我主方和(何)不進貢吾主，要進貢唐朝。

[亦文白]

此一吋好一吋蝦摸挑在蛇失上，由来日衣食。手下的。

[手下白]

有。

[亦文白]

体与我将宝苓下。

[手下白]

将宝入庫

[亦文白]

叫那双子，占(姑)立ー傍，我今低失一寸，叶上心来，正要修二円ー封与那唐児交峨，不免与逮祝子帯

去，

有何不可。

[手下白]

裏我主，恐逮浪子戚了，不免将火筆刺他面上

[亦文白]

道法有理，将火筆迂来。

[手下白]

火筆在此。



[亦文唱]

酎耐唐天子，

食財世不休。

支持兄在前殿，

囚父後宮愁。

焼体江山贋，

通無世百ナN。

吾当出一陣，

遍地血損流。

又句

[手下白]
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菓我主面上刺繍了，背上述要刺他凡行。

[赤文白]

道得有理，i卓泣来。

[亦文唱]

多多拝上小秦王，

来年八月混唐拝(邦)。

若迩不来旧順我，

点将宍兵到此問。

唐朝何人保秦叔宝，

生檎叔宝交峨耳。

述有何人胡敬徳，

或捉敬徳抵万鎗。

生檎敬徳秦叔宝，

活捉長安大唐君。

若述我到長安地

那吋踊作放牛場。

[涛]

町耐唐王太不仁，

不将宝貝献吾身。

点将尖兵千百万，

要苓唐王花錦城。
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五 出 「倣奏事」

[武官， ~寺]

弓跨金鞍将着抱，

九零門外月児高。

甫児要桂封候印，

常在要中帯血万。

[武官白]

我乃武官是也。吾王登殿在此伺候。

[文官，涛]

淡月陳星緯建章，

仙民吹下御炉香。

待臣鵠立通明殿，

ー朱紅去捧玉皇。

[文官，白]

我乃文官是也。吾王登殿在此伺候。

[文武，同涛]

左迫打起北見鼓，

右辿撞動紫金紳。

北風鼓明文官到，

紫金併附武官斉。

文武丙班斉来到，

山呼万歩拝丹塀

[文武，同白]

敗奏我王万歩。

[王自]

平声。

[文武同白]

万~万万歩，自従我王登殿ー十八載，天下太平，渚国来朝，海上宣翁来進宝，山中猪戸遊麟麟。海外

有一国，有一↑高而因。京有四国，ーノト新!w国，ーノト危!w国，ーノト旧肌国，ーノト伯斉因。今有伯斉国

伯牙太子，差人進貫宝見在午朝内外。無旨不敢柾進。

[王白]

胡敬徳

[敬白]

臣有
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[王白]

扮附，殿前文武帯万指揮，弓上弦，万出鞘，将来旨押上金蜜。

[敬白]

扮附，殿前文武帯万指揮，弓上弦，万出鞘，将来旨押上金奪。

[文武同白]

押上金室。

[黒丸白]

散奏我王万dt。

[王白]

平声。

[黒1白]

万dt万万dto

[王白]

卿因方何阜沙(妙)遮面

[黒ーも白]

帝不知其意，臣波万死。

[王白]

奏上殿来

[黒ーも白]

臣到高而国，散猛将姓葛名亦文，拾奔宝貝刺満面 t

[王白]

胡敬徳

[敬白]

臣有

[黒ーも白]

去紗看来

[敬白]

散奏我王，当~酎耐二字臣不敢念。

[王白]

恕卿元罪従~念来。

[敬唱]

町耐唐天子，

貧財世不休。

害者兄在前殿，

囚父後宮愁。



184 

億体江山康.

通吾四百州。

吾当出ー降，

遍地血痕流。

又匂

[敬白]

般奏我王，面上念迩了，背上述有凡行。臣不敢念。

[王白]

恕卿元罪，仔掴念来。

[敬唱]

多多拝上小秦王，

来年八月混唐拝(邦)。

若迩不来日ヨ}I既我，

点将尖兵到此向。

童兄体也有↑尊名

生尋叔宝交故弓。

迭ノト小畜生也有一ノト尊名，

活捉敬徳低万鎗。

生尋敬徳秦叔宝，

活捉長安大唐君。

若迩我到長安地，

那吋晒作放牛坊。

([敬白])

掌去告書了。

[王白]

口(万)下留入。

[敬白]

自主奏我王，方何刀下留人。

[王白]

口口苓地年年有，那見熱了送有人，二国相争不新来使，賜他光禄鑑曇，三日照旧放回。

[黒ーも白]

謝恩万;#0

[王大唱]

見書来，

忽不叫人.i目織服。
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亦文，何故苓我宝，

反将糊雷，起大猪。

(文武同白)

衆臣保萄来，

免得江山坪。

有日里点起尖兵，

贋起三宰斉唱凱。

[王白]

胡敬徳。

[敬白]

臣有。

[王白]

扮附.殿前文武有好本除(肱).奏来。

[敬白]

殿前文武有好本除，奏来。

(文武同唱)

吾今侍与唐帝王，

三台八位恰原因。

面刺海東伯斉国，

現今猛将有名人。

括樹博箪都元州，

宣牌桂印蓋亦文。

厩然業中方第一，

拾鎗跨耳打失名。

吾(五)度予毛兵到大海.

三番三(挙)意晃天門。

E王白]

太宗龍顔大怒，寓而国好元道理，槍去宝貝，七十辱尊大邦。胡敬徳。

[敬白]

臣有。

[王白]

就此点兵前去与他交峨。

[敬白]

敵奏我王，臣到……

而国，生尋猛活捉亦文。
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「口(王)白」

太宗見奏，龍顔大喜，就将燕園口口(公之)子樹高醇万，封方開路先鋒。胡敬徳。

[敬白]

臣有。

[王白]

扮附殿前文武有好本隊奏来。

[敬白]

殿前文武有好本除奏来。

[文武同唱]

忠臣叉手房玄齢，

向前万:j}折原因。

昔日蕩(煽)帝征京去，

損折大半不回呈。

我王不知迂京事，

折臣仔姻説原因。

万里南朝征小国.

我主辛苦辻江京。

江京不比京城地，

物少人稀忽得行。

日出扶桑田地逮，

八分三水二分人。

江京遍損英雄将，

海汽能街大国君。

標万斬馬壷磨快，

努箭缶入八九分。

元迫海水翻波浪，

有難t往来救主人。

海迫猶如活地獄，

江京奏迂鬼関津。

磨天麿地裁猛虎，

浮墨江山宏、太平。

山高路通戴賊将，

千員猛将去征束。

君臣平到高而国，

却是撃天跨海人。



[王唱]

寡人当吋心中想，

不動迂京宍宏、平。

那↑白高而生反蹴，

伯甚迂京姓葛人。

[涛]

一身踏破高町国，

丙手檎掌莫利支。

英雄i嘉漂扶唐主，

要取江京立帝基。

六出 「托獅子J

[敬唱]

敬徳折悦屑~鍛，

不由煩悩在心攻。

前唐不覚年年乱，

六十四赴起姻生。

李靖問問知禍福，

老臣跨弓去征京。
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吾今到此喋(呼)老弱，

人老之吋贋用心。

[王唱]

金肇殿上唐王呪，

丙班文武折原因。

那↑将宰来保習，

殿前獅子定英雄。

若果有人托得起，

却是撃天保萄人。

[秦白]

老臣保萄。

[敬白]

小臣保習。

(王白)
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二卿不必相争先武后文。

[秦白]

止体去托来。

[敬白]

我去托，就没有体的分了

[秦白]

量体托不起。

[敬白]

金牽殿上跨了口，托得起来也。要托，托不起来也要托。

[敬唱]

担袖三鞭到殿下，

看看獅子嚇人，心。

[白]

崎将左手来捺衣，崎将右手来挙起，千斤鼎鼎，好似量児戒，今口上P.JfP自施方。

[秦白]

老大人，費了好大力。

[敬白]

逮也不費某口甚模大力，世体去托来。

[秦唱]

挽袖二口口口口，

看看獅子嚇人d心。

[秦白]

崎将左手来瞭衣，崎将右手来牽起，咳咳…・・・

[王唱]

敬徳向前忙使力，

軽軽托起走三遭。

叔宝向前忙使力，

咳欺吐血少精神。

[敬白]

般奏我主，叔宝有慢君之罪。

[王白]

卿叔宝是寡人愛卿，賜他券病三↑月，再来保習，

[叔白]

謝思万歩



[王唱]

金義殿上唐王喜，

好将武宮定乾坤。

我朝敬徳真猛将，

那伯亦文作反人。

[涛]

町耐高岡生反賊，

我国述有好貨臣。

唐朝有↑胡敬徳，

伯甚遼東姓葛人。

七出「原夢」

[文武同白]
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君起早，臣起早，来到朝房，天未暁，長安多少富翁家，

服事君王，直到老。

[王唱]

寡人昨夜旧北枇

夢中断~葛蔀文。

太宗昨夜得一夢，

未知凶吉是何因。

世与丙班文共武，

近前解夢保平安。

[王白]

卿寡人昨夜得一夢，夢見一小将.身穿紅抱，手捗ç~万，将寡人拝在掛泥珂中。后遇一小将，身穿白抱.

素甲，手抗方天戟，速球三箭.射退那人，救起我来。我当肘ー托祉住，阿他那里人氏，他也不説。他

只i且拳字緯三緯，三点如三鎗，ー出午門，白蛇撞路。卿此夢若何。

[文武同白]

融奏我主，殿前文武不解其祥，只有徐茂公，能知閉悶禍福。

[王白]

金牌息，艮(銀)牌宣，就宣徐茂公上殿。

[文武同白]

圭上有鼠宣徐茂公上殿。
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[茂白]

接旨朝靴備地哨.玉帯饗金免。敵奏我主宣臣何用。

[王白]

卿此夢若何。

[茂白]

般奏我主，ー更思夢，二更想夢，三更庄夢。当不知我主，那更得夢

[王白]

卿寡人，正是三更得夢。

[茂白]

此乃是ノト口口口口口口口口口鋒字，三点加三鎗是ノト訓|字.一出午内，白蛇檀路.此乃鋒洲龍内県人氏。

[王白]

鋒訓|何人所管。

[茂白]

鋒洲知府張仕貴所管。

[王白]

就封弦仕貴欄路都組管，勅賜青同(鋼)剣一托，束髪冠ー頂，招起三軍，不徳(得)有方(遥)叩闘。

[茂白]

謝恩万!#。

[王唱]

寡人一二依卿奏，

就封仕費姓政人。

托他封倣都組管，

鋒加i城裡遺雄兵。

若迩招得夢裡将，

回来賜爵不非経。

就差茂公費圭旨

莫在朝中九住亭

[茂日目]

方巨額了至旨去，

一心只奔鋒洲城。

[涛]

我今差体去招兵.

鋒洲城裡要用心。

太平本是将宰定，

述要将竿定太平。
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人出「分別」

[任白]

小生姓ヨ(注:ヨは雪の略字である。雪は酵の通仮である。以下本文で多く使われる「ヨjの字はす

べて醇に改める)名仁貴，家住鋒洲北内昼人氏。 所得鋒州域内祉得有招牢旗号，我要前去投写，不免

i青出娘子.分別一肘，娘子那型。

[s.白]

来己。

[生白]

娘子斧己。

[旦白]

秀才万福。

[生白]

娘子清坐。

[旦白]

秀才同坐。秀才喚出妾身，有何甚事。

[生白]

非方別事，肝溺鋒州域内，祉瀦有招軍旗号，我要前去投宰 i青娘子，分別ー肘。

[s.白]

待妻子短送ー呈。

[旦唱]

柳氏開言催虎将，

贋交言i否告将率。

イか去投写休書(桂)我，

我在家中事六親。

出外常存君子道，

商家莫起小人，心。

路上野花休要採，

澗油弄粉害人精。

常想人家立大~.

残茶淡酒莫糊呑。

体若得了些徴病，

徳(得)病無人看ffJ¥身。

正末辻海功芳大，

特身就受帝皇恩。
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金艮(娘)財宝休去揚，

只求安感早回呈。

イホ在家中心攻喜，

体今出外我憂心。

若是長安功名就，

早奇音書到家円。

三貞九烈方大道，

文(万)古流侍作活名。

[仁唱]

仁費税培妻JLij庁，

柳氏金姐肝原因。

肝得高而生反蹴，

-，心只要去投写。

祢在家中随肘泣，

我去受爵特家内。

[旦唱]

流?目眼現流泊眼，

我夫得勝早田呈。

[涛]

[生白]

分別投宰去。

[旦白]

夫君肝我言，

[生白]

程投須忍耐。

[旦白]

生容急早回我夫，早去早因。

[任白]

暁得。

九出「招軍」

[仕白]

倣官莫倣小，抗起又抗倒，見得公事到，赫徳(得)漉波跳。手下的。



[下白]

有。

[仕白]

我昨夜得一夢。

[下白]

夢見何事。

[仕白]

夢見一乗北上天。

[下白]

今日必有好去。

[仕白]

手下的。

[下白]

有。

[社白]

中国安徽省池州市の詩讃系仮面演劇，貢池本「醇仁寅征東伝」について 193 

体与我托守共門， f向有人来急忙通披。

[下白]

暁得，烹老守幸，外商歪旨到来。

[仕白]

快撰公案迎接。

[茂唱]

唐王差我催圭旨，

不敢遅言(退延)九住亭(久住停)。

路上行人都休唱，

前行来到鋒州城。

[イ上唱]

鋒州知府張仕貴，

出来迎接茂公身。

[茂白]

茎官一到，脆肝宜i妻。皇帝沼田.我王i立海征京，映(因)少英雄拡将，就封書早州知府張仕貴欄路都錨

管，

刺賜青銅剣一括，束髪冠ー頂，招起竺写不得有雫(連)叩闘。

[イ上自]

謝恩千歩，安排釜旨，圭旨上:id亭。
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[仕唱]

仕貴一見招書到。

宝香一位謝皇思。

[仕白]

国公司幸容在上，卑取叩決。

[茂白]

達也不肖(消)。

[仕白]

直行長礼国公命令，後察院寛住九日。

[茂白]

朝衣在身，就此告行。

[仕白]

人来。

[↑(下)白]

在。

[仕白]

看天子号，艮字号.送与国公等上方泣山之礼。

[茂白]

達也不肖(消)，打道前行。

[仕白]

張仕貴遠送。

十出「招軍」

[仕唱]

唐王差我招軍将，

不敢遅言(退延)九住停(久住停)。

便叫手下忙不駐(住)， 

体将皇梼掛渚州。

[仕白]

手下的。

[下白]

有。



[仕白]

体将皇梼掛起。

[下白]
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皇祷掛渚1+1.官差不自由。

俣(倶)罰朝朝日(失).欺公日日憂。

掛了皇梼回胆，回旧手抗令旗定旧北円。菓老谷，皇梯掛起。

[仕白]

占立一傍.保q庁着。

[仕唱]

祉起招軍旗一面，

招起天下好英雄。

若迩手段高似我，

前来掲梼倣将宰。

[球，李，醇唱]

行一里来又一旦，

去一呈来又一呈。

ー呈来到招軍事審，

丙傍軍卒乱分分。

[仁唱]

掲得皇梼在手内，

嘉門拝将来投率。

[下白]

裏我主，外面有一掲祷之人。

[仕白]

体与我令斯帯進。

[下白]

暁得，令斯帯進。

[仕白]

イ令違祝子因何不脆。

[下白]

菓老守幸，他脆下了。

[仕白]

阿町人長有迭等長大双子，体遺双子，家住那里，姓甚名i佳.如何来得迭等凡肘。

[仁白]

小生姓蕗名仁費，家住鋒州北内昼人氏。因路途遥迫，故ホ遅言(退延)。
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[仕白]

体有什弘武宮。

[仁白]

小人有一十人般武，件件皆能。

[仕白]

現有甚弘武t;。

[仁白]

現有百歩連珠三箭。

[仕白]

何方百歩連珠三箭。

[仁白]

百歩内安起采子，~支箭射在来子上，二支箭射在失支箭尾上，三支箭射在二支箭尾上，名労連珠三箭。

[仕白]

手下的。

[下白]

有。

[仕白]

体与我量開百歩，安起染子，看他手段若何。

[下白]

裏老守幸，桑子安起。

[仁白]

看弓箭泣来。

[下白]

弓箭在此。

[仁白]

此弓用不得。

[仕白]

又損垣我的宰器。着後面侠失弓迂来。

[仁白]

此弓方可用。看箭看箭。

[下白]

裏老守幸着箭。

[仕白]

~支箭丁(頂)在那辻高さん。



[下白]

射在来子上。

[仕白]
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二支箭射在那泣高失。

[下白]

失支箭尾上。

[仁白]

三支箭射在那泣高失。

[下白]

二支箭尾上。

[仕白]

就是本紺官也不及他知此手段高強。他叫醇仁貴，我叫張仕貴。丙貴必有一強，丙強必有一弱。恐f白日

後，

苓了我的権柄去了。

[下白]

~弘了。

[仕白]

我有t十策，我有道理。只説他穿素衣入我菅中，又損垣我的宰器。手下的。

[下白]

有。

[仕白]

叫那双子迂来。体穿素衣入我膏中。

[仁白]

小人不知宰臼(規)。

[仕白]

菅中不恰青紅宅白。又損症我的宰器。一人損一味十人損十張。那有許多宰器体損。

[仁白]

力強弓弱。

[仕白]

手下的。

[下白]

有。

[仕白]

体与我折打四十，拝去不用。
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[下白]

打之可用。

[仕白]

打之迩不用。

[下白]

拝出去.拝出去。

[仕唱]

我今人耳都招尽，

与今不用体的身。

便叫手下忙不住，

当拝(単超)投宰姓醇人。

[仁唱]

仁費丙眼双流?目，

如何不用我投宰。

那↑手段高似我，

前来厭糸定輸蔵。

[仁白]

遠望一陣人弓。不知什仏官員。不免在祈下染(身長)避，一吋再倣道理。

[茂唱]

我玉差我催虎将，

不敢遅言(退延)九住亭(久停住)0

一呈来到高橋上，

耳JL立地不行呈。

[下白]

車老守幸，弓方何不行。

[茂白]

我遮耳有三不行。

[下白]

那三不行。

[茂白]

遇宝貝不行，遇怪物不行，遇貴人不行。体与我精下看来。

[下白]

菓老守幸，祈下有一党。

[茂白]

遮等幹天幹地，那有一党。再去看来。
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[下白]

裏老社祈下有一虎。

[茂白]

逮等平陽占地，那有一虎。仔姻看来

[下白]

裏老守幸，祈下有一ノト規子。

[茂白]

此乃是ノト双子。遮双子受ft変虎， 日後必有好去(赴)。イ供与我帯来見我。

[下白]

f伝達双子走上来。

[茂白]

f示達双子，穿的衣帽堂堂，如何采(繰)在耕下則甚。

[仁白]

裏千tJ守守宅，小人在味仕貴格帯那里投宰不用，折打凹十拝去，在此見千tJ守幸各党望号ー到。故余(而)

祈下線避一吋。

[茂白]

体連祝子，家住那里，姓甚名i住。従失i且来，帯体回去。

[茂唱]

姓甚名准那里住，

根生原是那郷村。

[仁唱]

仁貴丙眼双流?目，

国公在ー上折原悶。

家住鋒洲北内昼，

大王庄上我家内。

我乃姓醇名仁貴，

二十四五正新春。

[茂唱]

国公所得如此活，

便茸仕貴姓政人。

看体本是英雄将，

帯体回去賞体宰。

酎耐仕貴無道理，

単拝(証)仁貴姓醇人。
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[茂白]

醇仁貴拝体没有手段。

[仁白]

小人有十人般(武詑)現現(件件)皆能。現有百歩連珠云箭。

[茂白]

既有迭等手段高掛.11何拝(妊)体出来。

[仁白]

小人不知有何J中犯如他。

[茂白]

我知道了，体叫欝仁貴，他叫雅仕貴。丙貴必有一強，丙強必有一弱。他伯休日後苓了他的権柄去了。

[仁白]

千歩命令，就是神仙一般。

[茂白]

打道前行。

[下白]

票老社前面去不得。

[茂白]

:志弘去不得。

[下白]

前有一猛虎摘路。

〔茂白]

快叫山中猫戸到来。

[仁白]

不用猪戸.小人前去檎来。

[茂白]

須防仔細。

[仁白]

暁得。

十一出 「醇仁貴打虎」

[仁唱]

心中常存打虎性，

便是捧(檎)北掘虎入。



人却無JL'来害虎，

虎偏有意来街人。

不伯揺失併擢尾，

ー肘要体命旧陰。

剥下皮而遮虎椅，

将体肉)L賞三卒。

悩了姓醇名仁貴，

今朝休息入三林。

[下白]
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事老答，打得虎在此。

[茂白]

逮↑虎是那迂打的。

[下白]

是我打的。

[茂白]

既是体打的，体虹得的起来。

[下白]

岐l冴，逮虎生了根，述要醇t史子来虹。

[仁白]

t住人接虎。

[茂白]

果然有f禽之力。打道前行。

[茂涛]

怜孤'随苦念賞究

今日J股留話特通。

一夜(二叶)浮子下回大海，

人生何去(赴)不相逢。

[対弦]

当今賜我管三宰，

今日管宰不}I匝情。

拍竿人弓至，

耳至定乾坤。

[下白]

棄老社徐国公到来。
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[仕白]

快擢香案迎接。政仕貴迎接国公谷帯。

[茂白]

5長仕費， {;余J;j何来得迭等遅言(退延)。

[仕白]

不敢，不知千歩守手術走水路而来。小錦官打ー頂小杭走拝(早)路而去。

[下白]

事老命説，到了。

[仕白]

不知千歩命令走拝(皐)路而来。小組官打一隻小船，走水路而去。

[下白]

票老守幸又現，到了。

[茂白]

敢体官而太倣大了，醐ド去折打四十政仕貴。

[仕白]

不敢。

[茂白]

宰可招其了。

[仕白]

未曾招期。

[茂白]

那宰所簿泣来我看。

[仕白]

宰珊簿在此。

[茂白]

一名球打鉄，二名季連干，三名王回数，四名藤元官。映(国)少ー名火失宰，叫醇f二賛。

[仁白]

在。

[茂白]

体与我用心放弓， 日後重封宮駅。

[仁白]

得令。

[仕白]

国公谷容在上，在我後察院寛住九日。
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[茂白]

朝衣在身，就此台行。

[仕白]

人来。

[下白]

在。

[仕白]

看天字号，艮字号送与国公一方辻山之礼。

[茂白]

迭迫不肖打道前行。

[仕白]

抜仕貴遠送，遺送。

[損子白]

急、披急披，披与樹、老情。知道天有不測之夙云，人有但吋之禍福。天現地暗~(拶)名(時)鼓附。

前有混天董達作民前来。失有斗大，身有一丈二尺，長(政)口口声声，要収付鋒州北内長人氏。

[仕白]

忽弘了，我有計策，我有道理。不免叫醇仁貴前去，政付(伏)与他，傷↑混天董建，除了我的外禍。

除了醇仁貴，除了我的内禍。醇仁貴那福。

[仁白]

来己。

[仕白]

醇仁貴祢前去牧福与他， 日盾重封宮駅。

[仁白]

得令。

十二出「舞刀」

[(任)涛]

今日官差不自由，

赤心保国顕封侯。

男JL到此方成器，

唐取万尖似筆人。

[(董)唱]

今日弓上万夫快，
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拶時鼓日向鬼神愁。

所徳(得)仁貴人耳到，

便要黄金買路遊。

若到一声言不肯，

方天戟下不容行。

[仁唱]

酎耐蹴冠無道理，

生事多端汽繁人。

i注叫措了咽喉地，

三合之中見仮真。

仁貴当吋高生叫，

不能鏡放体1fJ甚。

常道養軍千日好，

果然用力一朝雄。

[(任)白]

混天董蓮失戴什弘，聖金口(盛)要他何用，千然千勝万熱万嵐何不献上，知日自小人自用那去ゑ了献

上。

身上穿的什弘，綾子叩要他何用，能隔万鍛，何不献上，如附小人自用那去ゑ了献上。

手上那的什弘，方天戟要他何用，不伯人弓幹在i於泥がJ中一斉跳起，何不献上，貴n附小人自朋那去ゑ了

献上。

大歩内騎的什弘，北車耳要他何用，水火能行，何不献上，如日自小人自用那去ゑ了献上。

匪内識的什弘、，天文地理圏要他何用，能迂千山万水可起声l皇城羊蹄播鼓俄馬噺暗，何不献上，如H自小

人自用那去ゑ了献上。

手下。

[(下白)J

有

[(任白)J

快践組老守之道。

[(涛)J

招軍人弓至，

弓至定乾坤。

路途檎猛虎，

方至得人力。
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十三出「擢北内除」

[王唱]

同行六親能言語，

随後十二悪将宰。

酎耐亦文生巧廿，

帝主唐王衛費l出。

唐朝敬徳兵百万，

要ゑ亦文作友人。

[王白]

天子点兵百万，占(点)将千員，千開宝庫，将金艮(銀)尽賞与衆軍。張仕費。

[仕白]

不敢。

[王白]

明日教場操演点兵出除。大小三宰只杵向前，無i午退後。向前者有賞，退後者泉首示余。

[王白]

胡敬徳。

[敬白]

臣有。

[王白]

寡人阿坐中軍市長。要看ー北内隊，立刻擢来。

[敬白]

謝思万歩。張仕費。

[仕白]

不敢。

[敬白]

圭上有旨，要看ー北内隙，体ー肘擢来。

[仕白]

国公各社小組官是文不知武喜。

[敬白]

走. 1住叫体寿(受)了武職(取)。好好一時倣来，再若遅言(退延)敢則一鞭。

[仕白]

限小人三↑月。

[敬白]

走.一時擢来。
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[社白]

我児那里。

[仁白]

小人在后院所我主呼文 CI司).即忙到我主眼前，不知有何扮附。

[仕白]

我児那里知道，我王要看-:iE内除。体可知道。

[仕白]

口(我)署知一ニ。慕我主北1']隊不知京要。京要1i色旗号，ー百二十五面火焔，供要斉倍。

大小こ五牢折我分付。

[仕白]

所我分附。

[仁自]

肝祢扮附.tか去揺来。

[仕白]

好好，就肝体粉附。

[仁白]

大小三竿，只汗向前無許退后。向前者有賞，退後者来首示余。

[高話]

[仁唱]

鳥肌黒暗遮天地，

上界天神及地祇。

威凡i巣鷹人驚伯，

伺例人人要小，心。

小宰{fJ有体与我天地問，加一声声地附，竿令旧依。

二点西方庚辛金，

白旗向号管三軍。

平生耳上威凡打，

焔哨人人要用心。

小宰1n有休与我天地向，加一声声抱H向，宰令旧依。

一点京方甲乙木，

青旗青号領三牢。

腰間繋僚主主~帯，

遵依号令童揺旗。

小宰{n有体与我天地問，加一声声旭日向，宰令阿依。

三点南方丙丁火，
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紅旗虹号逼(必)三写。

英雄濠濠人驚f自，

天神降地斬妖精。

小宰11']有体与我天地問，加一声声姐日向，宰令畑依。

四点北方壬発7](，

黒旗黒号黒耳卒。

天差四位施楳将，

先着千二足培地塵。

小宰イ口有体与我天地問，加一声声焔日向，写令臼依。

五点中英(央)戊己土，

黄旗黄号領三宰。

托他安在中軍服

日内臓揺旗要用，心。

小牢1fJ有体与我実地向，加一声声焔H向，牢令旧依。

[仁白]

裏我主，北円肱擢迩了。

[仕白]

迩有党共北尾。

[仁白]

倶己擢述了。

[仕白]

我児，吃飯眼上工夫。千歩谷容北内隊擢迩了。

[胡白]

述有北投北尾。

[仕白]

倶巳擢述了。

[胡白]

邑不知清那位姉父侍nl↓(教)子体。

[仕白]

寒寒(実)小人揺的。

[胡白]

既是体擢的，待我奏迂至上，再来領賞。

[仕白]

謝恩千:#。
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[胡白]

般奏我王現隊。

[王白]

ft円隊擢都接的好，不知裡面虚実若何。体与我従捷一陣。

[胡白]

張仕費。

[仕白]

不敢。

[胡白]

我王i且道， :i主r']隊撰都接的好，不知裡面虚実若何。 体与我従擢一昨。

[王白]

胡敬徳。

[胡白]

臣有。

[王白]

去到那一円， -j;J何飛沙定石.是何道理。

[胡白]

政仕貴。

[仕白]

不敢。

[胡白]

我王説道，那一門方何飛沙走石，是何道理。

[仕白]

我見那里。

[仁白]

小入所得我主呼文(阿)，即忙到我主眼前，不知有何分付。

[仕白]

我王説道，那ー内角何飛沙走石，是何道理。

日二白]

裏我主，北円l嫁撰得有一生内有一死円。

[仕白]

何方生内，何労死門。

[仁白]

生内進得死門出不得.宛内出得生内進不得。
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[仕白]

既然如此，佑去吃飯眼上工夫。菓子;#智容，党内隣接得有一生内有一死内。

[胡白]

何方生内，何方死円。

[仕白]

生内進得死門出不得，死門出得生内進不得。

[胡白]

既然如此，待我奏辻至上再来領賞。

[仕白]

謝恩千歩。

[胡白]

般奏我主，北内除揺得有一生門有一死門。

[王白]

何方生内何労死円。

[胡白]

生門進得死門出不得，死門出得生門進不得。

[王白]

既然如此天時炎熱，耀方衆軍体与我将際収来。

[胡白]

謝思万歩，雑仕貴。

[仕白]

不敢。

[胡白]

我王悦道，天時炎熱ヌ陸方衆軍。イ~与我将除即忙収来。

[仕白]

裏千J夜祭守幸.~門除不要収的。等他迫兵来看。

[胡白]

倫若一年不来。

[仕白]

等他一年。

[胡白]

三年五載不来。

[仕白]

等他三年五載。
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[胡白]

情若殻凡落雨。

[仕白]

毎人賜他ーノト斗笠。

[胡白]

走好好，一時収来。

[仕白]

北内除揺都ー吋的，揺出収除望千歩管班(慢)収ー収。

[胡白]

走好好一時，再若遅言(退延)敢看ー鞭。

[仕白]

裏千歩命令，暫回菅中，小人即忙収来。

[胡白]

老夫在城さん現望。当不知清那位師父侍叫(教)体。

[仕白]

我児那里。

[仁白]

小人在後院，所我主呼文(1可).即忙到我主限(眼)前，不知有何扮付。

[仕白]

我主又要収除。

[仁白]

収除不難。小人前去収来。

[仕白]

恐那老蹴城主ん現望，待我遮口如他。

[仁白]

収起京方甲乙木青旗青号二十五面。収起西方庚辛金白旗白号二十五面。収起南方丙丁火紅旗紅号

二十五面。

収起北方壬突水黒旗黒号二十五面。収起中英(央)戊己土黄旗黄号二十五面。青旗方~黒旗1a尾，大

小三宰肝我分付。

[仕白]

肝我分付。

[仁白]

肝体分付，体去収来。

[仕白]

肝体扮附就是了。



[仁唱]

平生豪汽沖天地，

大小三宰折我言。

道依号令収述隊，

個個人人要小心。

真正小写来挟手，

菓了紺等放覚心。

[仁白]
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裏我主，北門隊収述了。

[仕白]

述有北~::æ:尾。

[仁白]

倶巳収迩了。

[仕白]

体去吃飯眼上工夫。葉千渉守字社党内隊収迩了。

[胡白]

碇，明了。有一小将収的，祢述来映我。

[仕白]

小人身体芳(老)弱，叫那小牢帯収ー収。

[胡白]

既然如此待我奏泣歪上，再来領賞。

[仕白]

謝恩千歩。

[王唱]

太宗皇帝停圭旨，

五方旗号束三写。

空中現見青党現.

仔細端羊(洋)到降中。

日月三光星和斗.

照見唐王帝主君。

(十四出)

|淘知巴彦二宗将，
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有勇無謀i十可行。

生檎巴顔皆扶手，

播鼓懸羊入風滅。

[王白]

胡敬得。

[胡白]

臣有。

[王白]

寡人道海征京要倣晴天i十。上不見天下不見水，平平而迂海。

[胡白]

樹思万~.雑仕費。

[仕白]

不敢。

[胡白]

至上有旨要倣一蹴天i十，上不見天下不見水，平平而泣海。体与我即忙倣来。

[仕白]

限小人三迂月。

[胡白]

就要イ放来，再若遅言(退延).敢責ー鞭。

[仕白]

裏千歩守幸守幸，哲日菅中小人即忙収来，信弘了。

[仁白]

小人在后院肝我主呼文(向).即忙到我主隈(眼)前.不知有何扮附。

[仕白]

我王泣海征京要倣ー晴天叶，上不見天下不見水，平平而辻海。体可知道。

[仁白]

小人暮知一二。事我主晴天も十不知緊要。要一百二十五隻海船，連迩総起，船上続板，板上排土，土上

鞭席，

席上倣起北失(楼)風間，四圏載橿楊柳.丙迫倣起茶飯口居。此乃上不見天下不見水，平平而迂海。

[仕白]

既然如此，体去吃飯眼上工夫。裏千~守管，晴天i十不是緊要，要一百二十五隻海船連迩

脆起，船上執板，板上排土，土上戦席，席上倣起克楼風間，四章(圏)載科楊柳，丙迫倣起茶飯口居。

此乃上不見天下不見水平平而泣海。

[胡白]

既然如此，待我奏辻至上，再来領賞。



[仕白]

謝恩千::#0

[胡白]

我王湊上臓天も十。

[王唱]

坐定当初唐帝主，

平阻地上逗英雄。

紅型方遂五，心特，

要ゑ亦文作反人。
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当初凡小方波績(淵)， 

吸動北王凌海津。

j良辻船3k如鼓日向，

水沖船板似雷声。

上方差下活神到，

引動四海老北王。

[王白]

胡敬得。

[胡白]

臣有。

[王白]

逮等凡迩(狂)浪大，:.g牛是好。快没i十来。

[胡白]

謝恩万歩， ~長仕貴。

[仕白]

不敢。

[胡白]

至上世道，逮等凡狂浪大，:.g生是好。快没t十来。

[仕白]

;&仏了。

[仁白]

小人在后院， ij庁我主呼文 (1可)，急忙到。我主限(眼)前不知不知口口口口(有何扮附)。

[仕白]

圭上世道，遠等凡狂浪大，~生是好。快没t十来

[仁白]

裏我主，至上乃是真明天子。四海北王倶巳来朝奔。只要口口口(我王写)下免朝二字撒下水，海浪即
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止。

[仕白]

我児，吃飯眼上工夫。裏千歩谷容。我王乃是真明天子，凹海免王倶巳来朝拝。以要我王写下免朝二字

地下水，海浪即止。

[胡白]

免朝二字在此。

[仕白]

地下水，狗吊屈。

[王白]

胡敬徳。

[胡白]

臣有。

[王白]

越麓凡狂浪大，~生是好，快投i十来。

[胡白]

5tE仕貴。

[仕白]

不敢

[胡白]

越護夙狂浪大，忽生是好，快投も十来。

[仕白]

我児那里，越護夙筑浪大，佳作是好，快投i十来。

[仁白]

主主我主，免朝二字何人主主的。

[仕白]

是千dJ写的。

[仁白]

狗吊屈，要我王御室事新写免朝二字地下水，方可平平而迂海。

[仕白]

体去吃飯眼上工夫。車千歩宰苓，要我王御宅新写免朝三字馳下"7](，方可平平而泣海。

[胡白]

敗奏我王，乃是真明天子，四海先王倶己来朝奔，只要我王写下免朝二字抱下水，海浪即止。

[王白]

免朝二字在此。



[胡白]

弦仕貴。

[仕白]

不敢。

[胡白]

中国安徽省池州市の詩讃系仮面演劇，貴池本「醇仁貴征東伝」について 215 

我王写下免朝在此。

[仕白]

描下水，逮就ー牒薬。

[胡白(唱)J

我玉圭旨地下水，

細管前来世是因。

有一小将船来立，

失戴金盛頂虹響。

腰間繋了盆~帯，

方天戟在手中存。

旗失凡揖翻波浪，

披甲寒兵出水津。

口口口園球仕貴，

隊中忽見一小軍。

翻天戟在空中現，

跨海青騎探海北。

[王唱]

太宗呼喚胡敬徳，

正是南柑夢裡人。

今朝得見撃天柱，

万里江山定太平。

寡人勤馬現大海，

龍晴風眼看津波。

上照録水翻波浪，

下照青天水絶(舘)塵。

唐王自有斉天福，

波辻来津大海円。

洪福太宗収小国，

視告虚空迂径神。

万里南朝到海岸，
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唐王准儲糸遼兵。

(十五出)

[王白]

胡敬得。

[胡白]

臣有。

[王白]

寡人阿坐中宰枇要看一平遼立按倣来。

[胡白]

張仕貴。

[仕白]

不敢。

[胡白]

我王阿坐中隊，要看ー平遼論。祢与我一時倣来。

[仕白]

小且官是武，不知文署。

[胡白]

嘘，先前揺北内陣， 1:か悦是文不知武署。如今倣平遼論，伯t又協是武不知文署。再若多言敢費一鞭。

[仕白]

票千~等社限小人三ノト月。

[胡白]

就要一時倣来。

[仕白]

且入菅中，小人即忙倣来信弘了。

[仁白]

小人在后院，肝我主呼喚。即忙到我主限(眼)前，不知有何扮附。

[仕白]

我王要看一平遼論，体可知道。

[仁白]

小人暑知一二。

[仕白]

我児即忙倣来。
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[仁大唱]

讃徳(的)古圭書文，三暑貴公i十，凡云時来会，恭身向灯前，筆了用心堅，若能早托平遼論，掃那時

方寸，

我心口口口(不伯他)巴家将.}妻家兵，然(ゑ)得有影無形.生檎巴顔皆扶手，活捉!琴家草冠人。

[仁白]

票我主，平遼論在此。

[仕白]

我児倣得好，体去吃飯眼上工夫。裏千~守幸容平遼論在此。

[胡白]

邑不知i青那位姉父伶叫(教)如休。

[仕白]

不敢。是是小人倣的。

[胡白]

既然如此，待我奏泣韮上.再来領賞。

[仕白]

謝思千歩。

[胡白]

般奏我王，平遼論在此。

[王白]

体譲得一変(遍)。我肝着。

[王唱]

天子坐在銀交椅，

丙班文武定乾坤。

牢師茂公方大将，

陰悶禍福掌中論。

宝印明官三十六，

f戸茸雄兵有千人。

喝道一声遼兵退，

開弓放箭似流星。

鋼叉鉄棒翻身特，

白梅弓上逗英雄。

[王白]

天子御萄征京，白従関了K安大国泣了京羊大海，就文江越虎城，安菅下奏。

[涛]

帝到越虎城，
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安菅且歌兵。

点兵忙操i寅，

推儲ゑ遼兵。

十六出「園田」

[(霊堂春)J

東凡吹柳日初長。雨如(徐)方(芳)草斜陽。若手花零落燕泥香。睡損虹粧。

[(白)J

成定迫江，不旺(柾)身芳壊。朝廷勅令特回 .~奏我王，金委 問将宰回来了。

[仁白]

回来了。

E 白

征蛾有功。

[仁白]

iiJ喜可賀。

[茂白]

一封当二信到吹下九重肖(住騎)。

[旦白]

我夫，朝廷圭旨到来。

[仁白]

快揺香案迎接。

[茂白]

圭旨ー到，胞(脆)折宣韻。

皇帝沼日，寡人道海征京 央良是籍，多肪醇仁貴。十大功芳，醇仁費，封方一事平遼王。其妻柳氏，

封方一品夫人。醇丁山，封1;]t戸国大将軍。一家大小，倶己用封，不得有方叩闘。

[仁白]

謝恩安排圭旨，釜旨 tjt;事，有芳大人，光降未曾j;jJ;迎，多有得罪。

[茂白]

欽造貴存。

[仁白]

多有得罪，大人清在荒(黄)'It (庄)寛住九日。
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[茂白]

朝家在身，不敢九留，就此告行。

[仁白]

夫人，後面看天字号，艮(銀)字号，送与老大人。一方辻山之礼。

[茂白]

遮也不肖(消)，打道前行。

[仁白]

醇仁貴逓送返送。征南，峨北，功芳顕，方遂男児願，ゑ退遼兵賊，減却仕貴虫干。辛喜圭朝，骨肉圏国，

亦住多久，答上蒼天。酔謝保平安，裕寿光前，福寿綿綿，晋取千年，作活停。

国国，園園，大圏固


